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情報と元気を発信するマガジン

広報きくち 菊文館 菊池市文化会館
菊老福 菊池老人福祉センター

児童セ 児童センター
西部セ 西部市民センター
菊中図 菊池市中央図書館
菊中公
菊福館

菊池市中央公民館
菊池市福祉会館

旭憩家 旭志老人憩いの家
旭　公
旭　図

旭志公民館
旭志図書館

泗支所 泗水支所
泗　公 泗水公民館

泗　ホ
泗　図

泗水ホール
泗水図書館

七多セ七多セ七多セ

菊市所 菊池市役所本庁舎
七支所 七城支所

七城多目的研修センター
七　公
七　図

七城公民館
七城図書館

七総Ｇ 七城総合グラウンド
旭支所 旭志支所

七多セ

○内の数字は掲載ページ。イベントの最新情報はホームページをご覧ください。

制作・発行元
菊池市役所市長公室
〒861-1392
熊本県菊池市隈府888番地
TEL：0968(25)7252
FAX：0968(25)2322
▼ホームページ  
https://www.city.kikuchi.lg.jp
▼市長メール  
mayor@city.kikuchi.lg.jp
▼広報メール  
kouhou@city.kikuchi.lg.jp

制作・発行元 編
集
後
記

▼
秋
晴
れ
の
爽
や
か
な
天
気
の
中

で
開
催
さ
れ
た
コ
ス
モ
ス
ウ
オ
ー

ク
。
コ
ス
モ
ス
咲
き
誇
る
川
沿
い

を
歩
く
途
中
で
メ
ロ
ン
や
お
に
ぎ

り
の
提
供
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

お
い
し
さ
に
皆
さ
ん
び
っ
く
り
。

笑
顔
が
あ
ふ
れ
ま
し
た
。
運
動
の

秋
、
食
欲
の
秋
で
す
ね
。
あ
っ
、

も
う
冬
。
運
動
を
し
な
い
ま
ま
冬

に
突
入
し
そ
う
で
す
。　
　
吉
良

▼
白
龍
に
関
わ
っ
た
人
た
ち
を
取

材
し
、
先
人
か
ら
今
に
つ
な
が
る

菊
池
の
「
ま
ち
づ
く
り
」
と
「
人

づ
く
り
」
の
思
い
に
ふ
れ
ま
し
た
。

多
く
の
人
の
協
力
あ
っ
て
完
成
し

た
特
集
。
ぜ
ひ
お
読
み
く
だ
さ
い
。

▼
前
回
棄
権
し
た
熊
本
城
マ
ラ
ソ

ン
、
再
出
走
し
ま
す
。
こ
こ
で
宣

言
し
て
練
習
せ
ざ
る
を
得
な
い
状

況
に
追
い
込
み
ま
す
。　
　
伊
藤

▼
皆
さ
ん
、
菊
池
の
秋
は
楽
し
ま

れ
ま
し
た
か
？
マ
ラ
ソ
ン
の
秋
、

コ
ス
モ
ス
の
秋
、
図
書
館
の
秋
、

渓
谷
イ
ン
ス
タ
紅
葉
の
秋
、
キ
ク

ロ
ス
１
周
年
で
文
化
と
芸
術
も
堪

能
で
き
た
秋
だ
っ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
ち
な
み
に
私
は
ア

ン
ジ
ェ
ラ
・
ア
キ
。
こ
れ
を
言
い
た

い
が
た
め
に
２
週
間
く
ら
い『
手

紙
』を
聴
い
た
そ
う
な
。　

 

今
林

日 Sun 月 Mon 火 Tue 水 Wed 木 Thu 金 Fri 土 Sat
11/25 11/26 11/27 11/28 11/29 11/30 1

●いわさきちひろ生
誕100年記念展示
～20日まで菊中図
◆第11回菊池ふるさ
とかるた大会　９:３0
～菊文館
◆インターナショナル・
ファン・デイ（国際交流
会） 10:30～
第２さくら幼楽園

●中央おはなし会
10：30～菊中図
◆第２回ふるさと自慢
こども祭り
13:00～八千代座

2
◆雪野収穫まつり
９：00～１４：００
雪野公民館

3 4
■不動産公売会
9:00～菊市所

5
■弁護士相談　
9：00～正午（要予約）
旭　公  総務課
■行政無料相談
10：00～正午旭　公
総務課
■無料人権相談
１０：00～１５：００菊中公
七多セ 旭憩家 泗支所

6
■食品適正表示推進
者講習会　10:00～
14:50　県庁地下大
会議室
◆すくすく講座�
10:30～11:30児童セ
●３・４カ月児健診
13：10～13：30（受付）
旭憩家

7 8
◆きくちフットパス�
9:30集合  きくちふる
さと水源交流館
◆第13回菊池市人権
フェスティバル�
9:00～12:00菊文館
●おはなしのもり
10：30～菊中図

●３歳児健診
13：10～13：30（受付）
菊文館
■窓口延長（各種証明
書の発行）毎週㈬ ～
２０：００菊市所市民課

●しすいっ子童話会
のおはなし会
11：00～四　図

9
◆菊芋・ヤーコン収穫
体験ツアー　9:50～
１６：２０ 菊市所
●キクロス★シネ
マ倶楽部 13：30～
菊中図

10
●育児相談
9：30～10:30西部セ

11
■年金出張相談　
9：30～15：00（要予約）
菊市所健康推進課
●６・７カ月児健診
13：10～13：30（受付）
旭憩家

12
●１歳６カ月児健診
13：10～13：30（受付）
泗支所
■窓口延長（各種証明
書の発行）毎週㈬ ～
２０：００菊市所市民課

13
◆すくすく講座�
10:30～11:30児童セ
●３・４カ月児健診
13：10～13：30（受付）
西部セ

14 15
◆菊芋・ヤーコン収穫
体験ツアー　9:50～
１６：２０ 菊市所
●中央おはなし会
10：30～菊中図
●旭志おはなし会
13：30～旭　図
●古典を楽しむ会
14:00～四　図
●英語おはなし会
14:00～菊中図

16
◆パパのための家庭
教育講座�　１０:３0
～１２：００ 泗　公
●おたのしみ会
14:00～四　図

17 
●育児教室
9：30～10：00西部セ
◆献血�　14:０0～
１６：００ 七多セ

18
●６・７カ月児健診
13：10～13：30（受付）
西部セ
■認知症サポーター養
成講座�　14:00～
菊市所高齢支援課

19
■弁護士相談
9：00～正午（要予約）
菊市所総務課
■年金出張相談
9：30～15：00（要予
約）菊市所健康推進課
■行政無料相談
10：00～正午菊市所
総務課
●赤ちゃんおはなし会
10:30～菊中図

20
◆すくすく講座�
10:30～11:30児童セ
●２歳児歯科健診
13：10～13：40（受付）
菊文館
■認知症介護家族
のつどい�13:30～
15:30菊老福
■納税相談夜間窓
口� ～27日まで ～
20:00菊市所

21
●１歳６カ月児健診
13：10～13：30（受付）
泗支所
■男女共同参画専門
委員相談�　13:30～
16:30（要予約） 菊市所
男女共同参画推進課

22
●おはなしのもり
10：30～菊中図
●しすいっ子童話会
のおはなし会
11：00～四　図
◆クラウドファンディ
ング勉強会�
１３:30～1７:０0菊中公

■窓口延長（各種証明
書の発行）毎週㈬ ～
２０：００菊市所市民課

23 天皇誕生日
●Christmas in 
図書館� １４：０0～
菊中図

24 振替休日 25
■年金出張相談
9：30～15：00（要予約）
菊市所健康推進課
●七城おはなし会
11：00～七　図
■もの忘れ相談会�
13:30～16:00菊市所

26
●３歳児健診
13：10～13：30（受付）
菊文館
■窓口延長（各種証明
書の発行）毎週㈬ ～
２０：００菊市所市民課

27 28
■市役所仕事納め

29

30 ３１ 1/１ 元旦
◆第47回旭志元旦マ
ラソン大会� 9:30～ 

（受付）旭志支所駐車場

１/２ 1/３ 1/４
■市役所仕事始め

1/５

み
ん
な
の
思
い
を
乗
せ
て
―

［ 

特 

集 

］



Contents ～今月号の掲載項目～Contents ～今月号の掲載項目～
３ 菊池人  高濵伸一さん

４ 特 集　白龍と生きるまち

１４
フォトリポート
きくち秋まつり／七城ふるさとコスモスまつり／
泗水秋まつり

1６ 目指せ！
続・家庭ごみ10％減量

1７ 作文　プラチナ未来人財育成塾

1８
1９

農業委員会だより
第7回「癒しの里菊池」動画・写真コンテスト

２０
２１

シリーズ日本遺産
国民年金情報

2２
健康だより
口と全身の深い関係！　～オーラルフレイル～
献血にご協力ください／歯ッピーキッズ

2４
2５

青少年育成推進員だより　輝けきくち
スポーツ推進委員だより　エンジョイスポーツ

2６
2７

文芸きくち
ＫｉＣＲＯＳＳだより

2８
2９

嶋屋日記の風景／人権・同和教育シリーズ
わいふ一番館だより／交流の絆～姉妹友好都市通信
ふるさと緑の便り 菊池グリーンツーリズム
はい！こちら菊池市消費生活センターです！

３０

～

3４

情報つう
▼お知らせ
水道管凍結・破裂にご注意ください／家畜排せつ物は適正に管理
してください／保育士を目指す人、働きたい人への貸付制度／林
業退職金共済制度（林退共）をご存知ですか／九州産廃㈱排ガス
等検査結果／調理師業務従事者届を提出してください／新しい民
生委員・児童委員を紹介します／平成30年７月豪雨災害義援金の
お礼と公表／12月の「税」の納期限12月25日㈫／テレビの電波
障害
▼募集
放送大学４月生募集／猫の避妊去勢手術費用を一部負担します／
菊池市職員採用試験／第44回泗水町内一周駅伝大会参加チーム
募集／首都圏へ進学する皆さんへ有斐学舎入寮生募集／岩手県
遠野市への市民交流団員募集／職業訓練コース／障がい者委託
訓練／障がい者職業訓練生募集
▼相談・講演講習
一人で悩まないで 男女共同参画専門委員相談／認知症介護家族
のつどい／もの忘れ相談会／納税相談夜間窓口を開設します／パ
パのための家庭教育講座／認知症サポーター養成講座／認知症
アドバイザー養成講座
▼イベント
初冬の里山を歩きませんか きくちフットパス開催／未就学児のた
めのすくすく講座／第13回菊池市人権フェスティバル／クラウドファ
ンディング勉強会／第47回旭志元旦マラソン大会

35 菊池武光公生誕700周年記念ロゴデザイン募集

36
37

地域おこし協力隊通信
市民の広場

３8
３9

高校魅力化全力通信
菊池っ子だより

40 TOPICS～まちの話題～

４２
４３

市長からのメッセージ／休日在宅当番医
ハッピーバースデー

今月の表紙

10月末の人の動き
人　口 前月比

総人口：49,113 人 －2
　 菊池：24,446 人 －20
　 七城： 5,325 人 10
　 旭志： 4,546 人 －16
　 泗水：14,796 人 24
男　性：23,516 人 －7
女　性：25,597 人 5
世　帯： 19,217 世帯 9

年齢別人口 
0～14歳 6,432 人 13%
15～64歳 26,941 人 55%
65歳以上 15,740 人 32%
自然増減 社会増減
出  生：39 転  入：158
死  亡：62 転  出：138

きくち夏まつりの象徴「白
龍」。２頭の雄龍と雌龍が
蛇行しながら交差する場
面は迫力満点です。今月
の特集では、まちを盛り
上げたい一心で奔走した
人たちの思いを取材しま
した。白龍は地域ととも
に歩み続けます。（関連４
～13ページ）

菊池の情報発信

公式フェイスブック「癒しの里 菊池」

公式YouTubeチャンネル「癒しの里 菊池 Kikuchi city」

きくち防災・行政ナビ（スマートフォン・タブレット端末専用アプリ）

公式ツイッター「@Kikuchi_city」

公式インスタグラム「kikuchicity」

マチイロ（スマートフォン専用アプリ）

市民の暮らしに必要な情報を掲載してい
る行政サイトと、菊池の魅力を発信してい
る観光サイトがあります。

祭りやイベント、旬な情報など、タイムリー
なニュースを紹介しています。

イベントや祭りのほか、プロモーションビ
デオや動画コンテストの作品など、さまざ
まな動画をアップしています。

防災無線や個別受信機からの情報を確認
できます。火災情報や学校からのお知ら
せも配信している無料アプリです。

菊池のイベント情報やニュースを手軽に確
認できます。

絶景だけでなく、街に隠れる意外な見どこ
ろなど、写真で伝えたい菊池の魅力を紹介
しています。

「広報きくち」をいつでもどこでも読むこと
ができる無料アプリです。

※ QRコードの読み取りがうまくできない時は、上下のQRコードを隠して
再度読み取ってください。

公式ホームページ  https://www.city.kikuchi.lg.jp/

「菊池人」
希望者を募集します
　 新 し い こ と に 挑戦 し て い る
人、伝統を受け継いでいる人など、
菊池で頑張っている人を募集し
ます。本市在住であれば自薦・他
薦は問いません。詳しくは市長
公室までお問い合わせください。

問い合わせ先
　市長公室広報交流係
　☎ 0968（25）7252

命
の
重
み

伝
え
続
け
る

31 2

　
「
命
は
何
よ
り
も
大
切
。
ど
ん
な
こ
と
が

あ
っ
て
も
生
き
て
ほ
し
い
」。
大
勢
を
前
に

講
演
す
る
「
命
の
授
業
」。
遺
影
を
片
手
に

時
お
り
涙
を
浮
か
べ
な
が
ら
訴
え
る
姿
に
、

聴
く
者
は
心
打
た
れ
る
。

　

平
成
16
年
12
月
１
日
、
熊
本
大
学
に
通
っ

て
い
た
長
男
の
怜さ

と

志し

さ
ん
が
交
通
事
故
に
よ

り
19
歳
の
若
さ
で
急
死
。
平
成
21
年
に
は
食

道
が
ん
を
宣
告
さ
れ
、
命
と
向
き
合
う
日
々

が
続
い
た
。「
事
故
で
身
内
を
失
っ
た
人
や

が
ん
患
者
の
多
く
は
、
自
分
が
当
事
者
に
な

る
と
思
っ
て
い
な
い
。
同
じ
立
場
の
人
と
関

わ
る
う
ち
、
自
分
た
ち
の
声
を
広
く
伝
え
る

場
が
必
要
と
感
じ
ま
し
た
」。
回
復
後
は
命

の
大
切
さ
を
伝
え
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
「
い
の
ち

を
つ
な
ぐ
会
」
を
設
立
。
教
員
を
退
職
し
、

講
演
活
動
を
九
州
各
地
の
学
校
や
企
業
、
警

察
な
ど
で
続
け
て
い
る
。

　

長
男
の
死
後
、
生
き
る
意
味
を
見
出
せ
な

い
日
々
が
続
い
た
。
夢
に
現
れ
た
長
男
が
同

窓
会
の
世
話
で
奔
走
す
る
姿
を
見
て
、
自
ら

も
前
向
き
に
頑
張
ろ
う
と
決
意
。「
息
子
は

ラ
イ
バ
ル
で
あ
り
親
友
だ
っ
た
。
負
け
て
は

い
ら
れ
ま
せ
ん
」。
事
故
現
場
に
通
い
つ
め

て
原
因
を
調
査
し
、
相
手
の
過
失
を
裁
判
で

証
明
。
長
男
が
生
き
た
証
を
残
す
た
め
、
思

い
出
や
裁
判
記
録
を
記
し
た
本
も
出
版
し
た
。

　
「
命
っ
て
、
普
通
は
意
識
し
な
い
で
生
き

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
で
も
、
突
然
失
っ
て

し
ま
う
場
合
も
あ
る
ん
で
す
。
息
子
は
何
も

悪
く
な
か
っ
た
の
に
、
突
然
こ
の
世
を
去
り

ま
し
た
。
講
演
を
き
っ
か
け
に
何
か
を
感
じ

て
く
れ
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。
そ
し
て
、
息

子
の
存
在
を
知
っ
て
も
ら
え
た
ら
天
国
で
一

緒
に
喜
ん
で
く
れ
る
と
思
い
ま
す
」

Profile　たかはま・しんいち
昭和30年７月17日生まれ。事故
とがんの２つのテーマで命の大切
さを訴える講演活動を精力的に続
ける。11月20日、長年の活動が
評価され県警から感謝状が贈られ
た。七城・小野崎区在住。63歳。

いのちをつなぐ会

高濵 伸一さん

1_事務局として手伝う七城町山崎のがんサロン「しいの木」で、世話人の田
た

村
むら

直
なお

美
み

さん
と 2_ 趣味は登山。１００キロウオーキングには毎年挑戦している。「苦しいときは息子
の声援が後押ししてくれます」 3_講演は年間約70回。毎年約１万人に声を届けている
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第１章 誕 生

　

こ
ん
こ
ん
と
水
が
湧
く
菊
之
池
か

ら
、大
き
な
白
龍
が
現
れ
た
―
。
平
安

時
代
の
延
久
２（
１
０
７
０
）年
、太
宰

府
か
ら
新
た
な
領
主
と
し
て
菊
池
に

来
た
藤ふ

じ

原わ
ら

則の
り

隆た
か

は
、幸
せ
を
呼
ぶ
吉
兆

龍
と
言
わ
れ
る
白
龍
の
出
迎
え
に
感

激
。
こ
の
地
を
い
た
く
気
に
入
り
、藤

原
か
ら
菊
池
と
改
姓
。
菊
池
一
族
の

歴
史
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
夢
枕
に
美
し
い
白
龍
が
現
れ
、そ
の

子
ど
も
の
龍
が
湯
け
む
り
の
中
で
戯

れ
て
い
た
―
。
昭
和
25
年
頃
、商
工
会

会
長
だ
っ
た
村む
ら

川か
わ

信の
ぶ

彦ひ
こ

氏
の
夢
に
白

龍
が
出
現
。
温
泉
湧
出
の
お
告
げ
と

信
じ
て
掘
削
を
始
め
、見
事
に
温
泉
を

掘
り
当
て
ま
し
た
。
日
本
名
湯
百
選

に
選
ば
れ
、今
で
は
菊
池
温
泉
と
し
て

賑
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
す
。

◆ 

浅
草
の
商
業
施
設「
ま
る
ご
と
に
っ

ぽ
ん
」で
開
催
さ
れ
た
自
治
体
対
抗

ふ
る
さ
と
ス
テ
ー
ジ
で
演
舞

◆ 

横
浜
の
日
産
ス
タ
ジ
ア
ム
で
、も
も

い
ろ
ク
ロ
ー
バ
ー
Ｚ
の
ラ
イ
ブ「
桃

神
祭
」に
出
演

◆ 

東
京
ド
ー
ム
で
開
催
さ
れ
た「
ふ
る

さ
と
祭
り
東
京
」に
参
加

『まんが風雲菊池一族』の菊之池
から白龍が現れる場面

岩
いわ

永
なが

悦
えつ

朗
ろう

さん（神来）

初代総代

髙
たか

宗
むね

政
まさ

禎
よし

さん（栄町）

三代総代

川
かわ

口
ぐち

智
とも

秀
ひで

さん（東正願寺）

十三代総代

夏まつりに白龍が登場したのは平成６年のこと。現在までつながる白
龍の礎には、まちを盛り上げたい一心で奔走した人たちがいました。企
画から誕生、そして継承へ。当時を知る人に白龍の歩みを聞きました。

【問い合わせ先】 商工観光課 ☎0968（25）7223

　
「
昭
和
の
後
半
か
ら
菊
池
の
活
気

に
陰
り
が
見
え
て
ね
。
市
民
が
参
加

で
き
る
祭
り
で
ま
ち
に
活
気
を
取
り

戻
し
た
か
っ
た
ん
で
す
」。
市
の
商

工
観
光
課
長
だ
っ
た
渡わ

た

邉な
べ

幸ゆ
き

彦ひ
こ

さ

ん
（
北
宮
）
は
振
り
返
り
ま
す
。
こ

の
呼
び
か
け
に
、
青
年
会
議
所
や
商

工
会
議
所
な
ど
の
若
手
が
応
じ
ま

す
。「
自
分
た
ち
で
ま
ち
の
象
徴
と

な
る
祭
り
を
創
ろ
う
」
と
、
商
工
会

青
年
部
部
長
の
樋ひ

口ぐ
ち

正ま
さ

博ひ
ろ

さ
ん
（
東

正
願
寺
）
や
初
代
総
代
の
岩い

わ

永な
が

悦え
つ

朗ろ
う

さ
ん
（
神
来
）
ら
を
中
心
に
平
成
５

年
、
８
団
体
が
持
ち
回
り
で
運
営
す

る「
菊
池
祭
り
の
再
興
を
考
え
る
会
」

を
結
成
し
ま
し
た
。

　
「
大
勢
で
武
者
姿
に
な
り
、
菊
池

一
族
の
合
戦
を
再
現
し
よ
う
」「
日

本
一
大
き
い
露
天
風
呂
を
作
り
、
お

湯
か
け
祭
り
な
ん
て
ど
う
か
」。
案

が
飛
び
交
う
中
、あ
る
参
加
者
が「
菊

池
は
龍
に
関
わ
る
伝
説
が
多
い
。
龍

門
の
地
名
も
あ
る
。
龍
を
使
っ
た
祭

り
は
ど
う
か
」と
提
案
。「
そ
れ
だ
！
」

と
意
気
投
合
し
、
白
龍
伝
説
を
も
と

に
祭
り
を
創
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
ず
は
祭
り
の
主
役
と
な
る
白
龍

神
輿
を
製
作
。
龍
門
地
区
の
神
龍
八

担
い
だ
龍
が
暴
れ
ま
わ
る
演
舞
は
大

好
評
で
し
た
。
演
出
を
担
当
し
た
樋

口
さ
ん
は
「
龍
が
口
か
ら
煙
を
吐
き

出
す
と
、
子
ど
も
た
ち
は
大
喜
び
。

大
勢
の
人
が
ま
ち
に
あ
ふ
れ
て
ね
。

活
気
あ
る
菊
池
を
見
て
感
無
量
で
し

た
」
と
目
を
細
め
ま
す
。

　
「
で
も
、
担
ぎ
手
か
ら
は
『
重
す

ぎ
る
』
と
不
満
が
出
て
。
翌
年
か
ら

人
集
め
も
大
変
で
し
た
」
と
三
代
総

代
の
髙た

か

宗む
ね

政ま
さ

禎よ
し

さ
ん
（
栄
町
）
は
記

憶
を
た
ど
り
ま
す
。

　

苦
労
も
あ
っ
た
初
期
。
し
か
し
、

回
を
重
ね
る
ご
と
に
ま
ち
に
変
化
が

生
ま
れ
た
と
岩
永
さ
ん
は
語
り
ま
す
。

「
喜
び
と
苦
労
を
分
か
ち
合
い
、
若

手
同
士
の
交
流
が
深
ま
っ
た
。
年
を

追
う
ご
と
に
参
加
者
も
増
え
た
。
白

龍
を
と
お
し
て
、
市
民
の
結
束
が
強

大
龍
王
神
社
に
伝
わ
る
伝
説
を
も
と

に
、
雄
龍
と
雌
龍
の
２
頭
作
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。
１
体
の
大
き
さ
は
全

長
約
50
㍍
、
重
さ
約
６
０
０
㌕
。
人

海
戦
術
を
駆
使
し
て
約
２
カ
月
間
、

延
べ
１
０
０
人
以
上
の
人
が
手
作
り

で
仕
上
げ
ま
し
た
。「
多
く
の
人
に

参
加
し
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
も
込

め
て
、
日
本
一
長
い
龍
の
神
輿
を
作

り
た
か
っ
た
ん
で
す
。
後
に
長
野
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
で
50
㍍
の
龍
が
登
場
し

ま
し
た
が
、
白
龍
は
２
頭
い
る
か
ら

負
け
て
い
ま
せ
ん
よ
」
と
樋
口
さ
ん

は
笑
い
ま
す
。

　

満
を
持
し
て
臨
ん
だ
祭
り
当
日
。

同
会
の
メ
ン
バ
ー
ら
約
１
２
０
人
が

ま
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
」

　
現
在
の
白
龍
は
二
代
目
で
、
平
成

18
年
に
作
り
替
え
ら
れ
ま
し
た
。「
酷

使
し
て
ガ
タ
が
き
て
し
ま
っ
て
修
繕

も
大
変
で
し
た
。
こ
れ
を
機
に
担
ぎ

手
の
負
担
を
減
ら
そ
う
と
、
軽
量
化

を
図
り
ま
し
た
」
と
十
三
代
総
代
の

川か
わ

口ぐ
ち

智と
も

秀ひ
で

さ
ん
（
東
正
観
寺
）
は
振

り
返
り
ま
す
。
頭
部
は
造
形
専
門
の

業
者
に
発
注
し
、
軽
量
で
頑
丈
な
Ｆ

Ｒ
Ｐ
（
繊
維
強
化
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
）

を
採
用
。
精
巧
で
丈
夫
な
白
龍
に
生

ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。「
で
も
、
装

備
を
増
や
し
た
の
で
重
量
は
さ
ほ
ど

軽
く
な
ら
な
か
っ
た
ん
で
す
。
誤
算

で
し
た
」

　
同
時
に
取
り
組
ん
だ
の
は
組
織
の

改
革
。「
菊
池
祭
り
の
再
興
を
考
え

る
会
」
の
構
成
団
体
に
所
属
し
て
い

な
い
と
運
営
に
参
加
し
づ
ら
い
雰
囲

気
が
あ
っ
た
た
め
、
志
の
あ
る
人
が

参
加
し
や
す
く
な
る
よ
う
白
龍
會
を

設
立
し
ま
し
た
。
子
ど
も
も
参
加
で

き
る
祭
り
に
し
よ
う
と
、
平
成
17
年

に
は
子
白
龍
を
製
作
。
白
龍
は
菊
池

の
夏
の
象
徴
と
し
て
進
化
し
て
い
き

ま
し
た
。

初代白龍が登場した平成６年の夏祭り「今、よみが
える白龍伝説の祭り」

白龍２年目はクレーンを使い龍の昇天を再現。１回
限りで姿を消し、幻の演出となった
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い
ま
や
全
国
区
に
な
っ
た
白
龍
は
、多
く
の
人
を
魅
了
し
続
け

て
い
ま
す
。
白
龍
會
の
皆
さ
ん
に
、思
い
や
展
望
を
聞
き
ま
し
た
。

小
こ

池
いけ

幸
こう

一
いち

郎
ろう

さん
（中町）

山
やま

下
した

みどりさん
（富の原一）

生
いく

田
た

　圭
けい

さん
（横町）

二十一代総代

子龍頭

二十二代総代

第
２
章

発 

展

　愛媛県の菊池さん一家は大の白龍ファン。平
成29年のきくち秋まつりで白龍を担ごうと訪れ
た際、雨で中止となり願いは叶いませんでした。
　それを知った当時の総代・小池さんは「せっか
く来てもらったのだから」と一家に連絡。白龍を
神
しん

與
よ

庫
こ

から出して間近で見てもらいました。
　白龍會の粋な計らいに菊池さん一家は大喜び。
菊池のことが好きになり、今年の夏まつりにも
遊びに来てくれました。 菊池さん一家と前総代の小池さん（中央）

5_白龍會のメンバーと記念撮影 ６
_若龍に担ぎ棒を取り付ける 7_市
役所正面玄関に展示中の隈

わい

小
しょう

龍
りゅう

 
8_子白龍を担いて町を練り歩く

1_威勢よく若龍を担ぐ 2_若龍
の 製作風景 3_ 菊池北中学 の
運動会でお披露目された若龍 
4_子白龍を担いだ子どもたち 6

8
5

7

龍
を
と
お
し
て
、
郷
土
愛
が
次
世
代
に

つ
な
が
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
ね
。

―
学
校
で
授
業
を
さ
れ
て
い
る
と

聞
き
ま
し
た
。

生
田　
隈
府
小
学
校
と
菊
池
北
小
学
校

で
、
白
龍
の
授
業
や
見
学
会
を
し
ま
し

た
。
質
問
も
た
く
さ
ん
出
て
、
関
心
が

高
く
好
感
触
で
し
た
よ
。
今
後
も
依
頼

が
あ
れ
ば
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。

小
池　
昨
年
か
ら
菊
池
北
小
学
校
と
菊

池
北
中
学
校
の
合
同
体
育
祭
を
白
龍
會

が
訪
問
し
、
今
年
は
生
徒
と
一
緒
に
演

舞
し
ま
し
た
。
み
ん
な
と
て
も
喜
ん
で

い
て
、
白
龍
に
興
味
を
持
っ
て
く
れ
て

い
ま
す
。

山
下　

夏
ま
つ
り
に
来
な
い
子
に
も
、

白
龍
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
え
る
い
い

機
会
。
地
元
の
こ
と
を
知
る
き
っ
か
け

に
な
っ
て
く
れ
れ
ば
。

生
田　
隈
府
小
で
は
子
ど
も
た
ち
が
自

主
的
に
白
龍
を
模
し
た
「
隈わ

い

小し
ょ
う

龍り
ゅ
う

」
を

作
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
白
龍
を
地
域
の

象
徴
と
し
て
選
ん
で
く
れ
た
こ
と
が
う

れ
し
か
っ
た
で
す
ね
。

―
東
京
ド
ー
ム
や
人
気
ア
イ
ド
ル

と
の
コ
ラ
ボ
な
ど
全
国
に
活
動
の
幅

を
広
げ
て
い
ま
す
。

小
池　
都
会
に
進
出
し
て
多
く
の
人
の

前
で
披
露
し
て
、
多
く
の
人
に
知
っ
て

も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
知
名
度

機
会
が
な
か
っ
た
ん
で
す
。
何
と
か
し

よ
う
と
思
い
、
企
画
し
ま
し
た
。

生
田　
子
白
龍
を
担
い
だ
子
が
若
龍
に

携
わ
り
、
大
人
に
な
っ
て
白
龍
を
担
ぐ
。

一
貫
性
を
持
た
せ
た
か
っ
た
。
話
は
ト

ン
ト
ン
拍
子
で
進
み
ま
し
た
。

山
下　
ま
ず
、
子
ど
も
た
ち
に
魅
力
や

楽
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要

で
す
。
外
か
ら
見
て
い
て
も
楽
し
い
け

れ
ど
、
や
は
り
一
度
担
ぐ
と
感
情
が
揺

さ
ぶ
ら
れ
る
し
、
気
持
ち
も
深
く
入
り

ま
す
。
も
っ
と
白
龍
を
好
き
に
な
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

小
池　
今
年
は
各
学
校
に
も
声
を
か
け

て
参
加
者
を
募
り
ま
し
た
。
市
外
か
ら

も
担
ぎ
に
来
て
く
れ
た
ん
で
す
よ
。

生
田　
子
ど
も
た
ち
も
一
緒
に
な
っ
て
、

菊
池
を
盛
り
上
げ
た
い
。
幼
い
こ
ろ
か

ら
地
元
の
活
動
に
関
わ
る
こ
と
で
、
ふ

る
さ
と
へ
の
愛
着
も
深
ま
る
は
ず
。
白

「
白
龍
が
あ
る
日
は
地
元
に
帰
る
ぞ
」
と

思
え
る
よ
う
な
存
在
で
あ
り
た
い
で
す
。

ま
だ
誕
生
か
ら
24
年
。
こ
の
流
れ
を
続

け
て
、「
菊
池
の
伝
統
」
と
し
て
未
来
に

受
け
継
が
れ
る
存
在
に
な
っ
て
ほ
し
い

で
す
ね
。

―
白
龍
會
に
入
っ
た
き
っ
か
け
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

生
田　
商
店
街
で
生
ま
れ
育
ち
、
だ
ん

だ
ん
ま
ち
の
元
気
が
無
く
な
る
姿
を
目

の
当
た
り
に
し
て
き
ま
し
た
。
地
元
の

た
め
に
何
か
貢
献
し
た
い
と
昔
か
ら

思
っ
て
い
た
し
、
勇
ま
し
い
白
龍
の
姿

に
も
憧
れ
て
い
た
の
で
、入
会
し
ま
し
た
。

小
池　
消
防
団
で
祭
り
に
関
わ
っ
て
い

た
の
で
、
白
龍
は
間
近
で
見
て
い
た
ん

で
す
。
自
分
も
担
い
で
み
た
い
と
思
い
、

ま
ず
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
担
ぎ
手
と
し

て
参
加
。
そ
の
ま
ま
、
の
め
り
込
ん
で

し
ま
い
ま
し
た
。

山
下　
私
は
泗
水
町
出
身
で
、
実
は
白

が
上
が
る
こ
と
で
身
が
引
き
締
ま
る
し
、

よ
り
責
任
感
も
生
ま
れ
ま
す
。

生
田　
で
も
、
私
た
ち
に
と
っ
て
一
番

大
事
な
の
は
地
元
で
す
。
地
に
足
を
付

け
て
、
あ
く
ま
で
も
菊
池
の
た
め
に
活

動
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

― 

今
後
の
展
望
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

小
池　
白
龍
を
と
お
し
て
得
た
経
験
や

人
と
の
つ
な
が
り
は
宝
物
で
あ
り
財
産

で
す
。
白
龍
に
よ
っ
て
若
い
世
代
や
子

ど
も
た
ち
と
の
交
流
が
深
ま
り
、
菊
池

と
他
の
地
域
の
関
わ
り
も
増
え
ま
し
た
。

ま
ち
が
盛
り
上
が
る
よ
う
に
、
こ
れ
か

ら
も
人
の
輪
を
広
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

山
下　
子
白
龍
を
担
い
だ
小
学
生
が
何

人
も
「
と
て
も
楽
し
か
っ
た
」「
来
年

も
担
ぎ
ま
す
」
と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
い
ろ
ん
な
世

代
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
存
在
に
し
た

い
で
す
。

生
田　
進
学
や
仕
事
で
菊
池
を
出
て
し

ま
う
の
は
仕
方
が
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
、

龍
を
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
幼
稚
園
の

先
生
を
し
て
い
る
の
で
す
が
、
白
龍
會

の
人
が
保
護
者
に
い
て
誘
わ
れ
た
の
が

き
っ
か
け
で
す
。

生
田　
小
学
生
が
担
ぐ
子
白
龍
の
担
当

を
探
し
て
い
た
の
で
、
子
ど
も
に
慣
れ

て
い
る
山
下
さ
ん
に
白
羽
の
矢
が
立
ち

ま
し
た
。

山
下　

白
龍
を
知
ら
な
か
っ
た
か
ら
、

勢
い
で
参
加
し
た
ん
で
す
。
軽
く
手
伝

う
つ
も
り
だ
っ
た
の
に
、
携
わ
っ
て
み

た
ら
最
高
に
楽
し
く
て
。
ど
っ
ぷ
り
浸

か
っ
ち
ゃ
い
ま
し
た
ね
。

小
池　

現
在
、
会
員
は
50
人
で
す
が
、

女
性
は
４
人
だ
け
。
男
ば
か
り
で
苦
労

も
あ
る
だ
ろ
う
け
ど
、
頑
張
っ
て
く
れ

て
助
か
っ
て
い
ま
す
。

山
下　
女
性
の
幹
部
は
初
な
の
で
緊
張

し
た
け
ど
、
白
龍
會
の
人
は
み
ん
な
優

し
く
て
楽
し
ん
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

―
今
年
、
中
高
生
が
担
ぐ
若
龍
が

登
場
し
ま
し
た
。

小
池　
こ
れ
ま
で
中
高
生
が
参
加
す
る

担げなかった白龍と間近で対面

3 2

4
1
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２頭合わせて約１６０人。交代人数を入
れると約２００人。頭部に乗る人は龍

りゅう

魂
こん

と呼ばれています。

小学３年生約２０人がお囃子で参加。４
年生以上の約６０人が交代で担ぎます。

元気いっぱいな小学生が、小さ
な手で懸命に担ぎます。

　お父さんが担ぐ姿を見て憧れていました。初めての子
白龍は、予想より重くて大変。でも、担いだ後に締める手
拍子「白龍一本」が楽しかっ
たです。走って蛇行する場
面は転びそうになったけれど、
とても気持ち良かったです。
妹と一緒に参加できる日が
待ち遠しいです。

晴士さん　白龍會を引っ張る格好いいお父さんを見て
いたので、一緒に参加したかったです。友達と励まし合
いながら担いだので、重さも大丈夫。来年も出たいし、
中学生になったら若龍を担ぎたい！
純範さん　息子が「一緒に出たい」と言ってくれました。
私も子どもの頃に地元の祭りに参加して地域に愛着を感
じていたので、息子も白龍で郷土愛を深めてくれたらう
れしいですね。

若龍に子白龍。若い世代の担
ぎ手により、白龍は未来に継承
されていきます。

白龍會役員  川
かわ

口
ぐち

純
よし

範
のり

さん（北宮）

隈府小学校５年  　晴
はる

士
ひと

さん

白龍がつなぐ親子の絆
初めて担いだ子白龍は最高
菊池北小学校４年　山

やま

口
ぐち

さらさん（遊蛇口）

担ぎ手

担ぎ手

全 長 約50m

全 長 約15m

誕 生 【初代】 平成6年  【2代目】 平成18年

誕 生 平成17年

総重量 約500㎏

約80人

約40人

8

4

約１００人が２班にわかれて、交代しなが
ら担ぎます。

今年から登場。中高生が威勢よ
く担ぎ、祭りを彩ります。

祭りの主役は二対の白龍。
金色が雄、銀色が雌です。

作画：東
ひがし

 耕
こう

平
へい

さん（菊池市地域おこし協力隊）

担ぎ手

全 長 約21m誕 生 平成30年

約50人

5

会場で買えるグッズから、担ぎ手や総代しか持
てない貴重な品々。その一部を紹介します。

二対の白龍や騎馬像、花火など。菊池満載
のデザイン。夏まつり当日のみの販売です。

a
b

c

a_ 代々受け継ぐ総代の木札。鮮
やかな光沢は、漆を何重にも塗る
ことで出している。b_ 担ぎ手に配
られる札。白龍の絵も凝っている。
c_ 子白龍を担いだ小学生が貰え
る木札。

札

タオル

総代が持つ扇子。今
年の生田総代は前総代

から譲り受けたものを使用。

扇 子

　県のコンペで１５０万円の補助金を獲得するも、二体の胴体だけで制作費
は１２０万円。頭部の資金が足りなくなり、建築士の江

え

里
り

口
ぐち

善
よし

久
ひさ

さん（亘）が手
作りの白龍を設計しました。「チリ紙を濡らし、糊で骨組にペタペタ貼り付け
ました。祭りまで残り２カ月なので、毎日みんなで深夜まで作業です。なんと
か間に合いホッとしました」と明かします。「実は保管場所にツノが入らず、や
むなく少し切りました。ちょっと不格好だけど、とても愛おしい存在でしたね」

データや裏話、白龍にまつわる小道具たち。白龍の詳細を大公開！

　お祭りや地域活動、ボランティアに興味があったので、
一人で応募しました。他校の生徒ばかりで心細く緊張した
けれど楽しめました。担いだら肩にずっし
り重みがきました。大きな白龍を担いで
走り回る大人の人たちはかっこよかった
です。３年生なので、若龍を担ぐチャンス
は最初で最後。同世代の人たちと感動
の時間をともにし、良い経験ができました。

市外から参加
貴重な経験になりました
菊池農業高校３年  伊

い

藤
とう

仁
じん

一
いち

さん（合志市）

二
十一代
総
代

小こ

池い
け

幸こ
う

一い
ち

郎ろ
う

さ
ん
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提供：もぎゃわん

第
３
章

つ
な
ぐ

　
白
龍
を
か
っ
こ
よ
く
担
ぐ
お
父
さ

ん
の
姿
に
憧
れ
て
―
。
勇
ま
し
い
白

龍
を
間
近
で
見
て
担
ぎ
た
く
な
っ
た

―
。
今
回
の
取
材
で
は
、
白
龍
に
憧

れ
る
人
た
ち
の
思
い
を
多
く
聞
き
ま

し
た
。
今
や
活
動
の
場
を
全
国
に
広

げ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の

力
も
あ
り
露
出
も
増
加
。
知
名
度
も

高
ま
り
、
幅
広
い
フ
ァ
ン
を
獲
得
し

て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
白
龍
會
の
人
た
ち
が
大

切
に
す
る
の
は
、
地
元
の
人
づ
く
り
。

学
校
を
訪
問
し
た
り
地
域
の
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
し
た
り
し
て
、
ま
ち
に
関

わ
る
人
を
増
や
す
べ
く
地
道
に
活
動

を
続
け
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
は
「
菊
池
を
元
気
に

し
た
い
」
大
人
た
ち
の
背
中
を
見
て
、

郷
土
愛
を
育
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
子

ど
も
た
ち
が
将
来
、
ま
ち
を
支
え
る

担
ぎ
手
に
な
っ
て
く
れ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
か
つ
て
白
龍
を
作
っ
た
先

人
の
思
い
は
、
確
実
に
未
来
へ
受
け

継
が
れ
て
い
ま
す
。

　

地
域
と
世
代
を
つ
な
ぐ
白
龍
は
、

こ
れ
か
ら
も
舞
い
続
け
ま
す
。
大
勢

の
人
た
ち
の
思
い
を
乗
せ
て
―
。

　
「
地
域
に
受
け
入
れ
ら
れ
、
白
龍

を
軸
に
し
て
人
や
ま
ち
が
成
長
し
て

い
ま
す
。
若
い
世
代
が
菊
池
の
た
め

に
全
力
で
活
動
し
て
く
れ
た
お
か
げ

で
す
よ
」。
三
代
総
代
を
務
め
た
髙

宗
さ
ん
は
、
優
し
い
目
で
活
躍
を
見

守
り
ま
す
。

　
初
代
総
代
の
岩
永
さ
ん
も
「
白
龍

は
作
っ
た
我
々
の
も
と
を
離
れ
て
成

長
を
続
け
、
さ
ら
に
進
化
し
て
い
ま

す
。
平
成
生
ま
れ
の
祭
り
だ
け
ど
、

伝
統
と
し
て
次
世
代
に
継
承
さ
れ
は

じ
め
て
い
る
。
将
来
、
孫
が
担
い
で

く
れ
た
ら
う
れ
し
い
よ
」
と
思
い
を

馳
せ
ま
す
。

　
白
龍
は
多
く
の
龍
の
伝
説
に
登
場

す
る
「
玉ぎ

ょ
く
」
を
持
っ
て
い
ま
せ
ん
。

「
玉
に
操
ら
れ
ず
、
意
思
を
持
っ
て

自
由
に
動
い
て
ほ
し
い
願
い
を
込
め

ま
し
た
」
と
樋
口
さ
ん
。「
龍
は
変

化
の
象
徴
と
い
わ
れ
ま
す
。
白
龍
會

の
若
者
に
も
自
由
に
活
動
し
て
も
ら

い
、
今
後
も
ア
ッ
と
言
わ
せ
る
変
化

を
期
待
し
て
い
ま
す
。
ひ
る
ま
ず
進

化
を
続
け
、
菊
池
を
牽
引
し
て
ほ
し

い
」
と
エ
ー
ル
を
送
り
ま
す
。

QRコードは
動画が見ら
れます。
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コ
ス
モ
ス
で
皆
さ
ん
を
お
出
迎
え

　
七
城
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
で

開
催
。
田
園
風
景
や
河
原
に
咲
き

誇
る
コ
ス
モ
ス
を
眺
め
な
が
ら
、

６
４
６
人
の
参
加
者
は
５
㌔
、
10

㌔
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
み
ま

し
た
。
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
で
は

菊
池
米
や
メ
ロ
ン
の
試
食
も
。
ス

テ
ー
ジ
で
は
ダ
ン
ス
や
合
唱
な
ど

が
披
露
さ
れ
、
会
場
は
盛
り
上
が

り
を
見
せ
ま
し
た
。

４
つ
の
イ
ベ
ン
ト
を
同
時
開
催

　
孔
子
公
園
で
開
催
さ
れ
た
泗
水

秋
ま
つ
り
で
は
「
し
す
い
コ
ス
モ

ス
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」「
孔
子
ま
つ

り
」「
農
業
ま
つ
り
」「
フ
ォ
ト
コ

ン
テ
ス
ト
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
は
４
４
９
人
が

参
加
。
３
㌔
、
５
㌔
、
10
㌔
の
部

で
健
脚
を
競
い
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
メ
ー
ン
イ
ベ
ン
ト

の
「
祭
孔
大
典
」
が
ス
タ
ー
ト
。

古
代
中
国
の
華
麗
な
衣
装
を
身
に

ま
と
っ
た
舞
生
の
踊
り
や
、
中
国

古
来
の
楽
器
を
奏
で
る
楽
生
の
演

奏
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

勇
壮
な
武
者
行
列
が

菊
池
の
街
に
甦
る

　
10
月
13
日
～
15
日
、
菊
池
松

囃
子
能
場
や
商
店
街
一
帯
で
開

催
さ
れ
、
多
く
の
来
場
者
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。
13
日
に
は
御

松
囃
子
御
能
の
奉
納
、
夜
は
能

場
の
幻
想
的
な
雰
囲
気
の
中
で

コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
。
14
日
は

ガ
イ
ド
と
歩
く
菊
池
一
族
ウ

オ
ー
ク
ラ
リ
ー
や
の
ど
自
慢
大

会
、
15
日
に
は
御
神
幸
行
列
・

通
し
物
（
市
内
パ
レ
ー
ド
）
を

実
施
。
昨
年
は
雨
で
中
止
と
な

り
ま
し
た
が
、
今
年
は
秋
晴
れ

の
な
か
、
各
種
団
体
に
よ
る
御

輿
や
踊
り
、
武
者
行
列
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が

披
露
さ
れ
、
沿
道
か
ら
は
大
き

な
声
援
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

1_激しく打ち鳴らす大津太鼓 2_亘・築地子ども会が御輿を回転 3_祭りの
夜、能場コンサートでは幻想的な雰囲気をかもし出す 4_通りを練り歩く御
神幸行列 5_松囃子能場では国の重要無形民俗文化財である「菊池の松囃
子」の奉納も行われました 6.7.9_通し物（市内パレード）には地元団体が多
数出演。保育園児も参加し可愛い踊りを見せてくれました 8_ 異様な迫力
のある北原区 10_威勢のいい掛け声を上げる武者

10月13日～15日

11月３日

10月27日

1

2

34

5

6

78

9

10
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参加報告

七城中学校２年　池
いけ

永
なが

　葵
あおい

さん

プラチナ未来人財育成塾に参加して

プラチナ未来人財育成塾

　
僕
が
プ
ラ
チ
ナ
未
来
人
財
育
成
塾
に
参
加
し

て
学
ん
だ
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
そ

の
中
で
心
に
響
い
た
こ
と
は
５
つ
あ
り
ま
す
。

　
１
つ
目
は
、
優
れ
た
リ
ー
ダ
ー
と
は
何
か
と

い
う
こ
と
で
す
。優
れ
た
リ
ー
ダ
ー
と
は
、フ
ォ

ロ
ワ
ー
が
い
て
、
フ
ォ
ロ
ワ
ー
を
大
事
に
す
る

人
で
す
。
フ
ォ
ロ
ワ
ー
と
は
リ
ー
ダ
ー
に
つ
い

て
く
る
、リ
ー
ダ
ー
を
支
え
る
人
の
こ
と
で
す
。

さ
ら
に
リ
ー
ダ
ー
の
共
通
点
に
は
正
直
、親
切
、

勤
勉
、
前
向
き
が
あ
り
ま
す
。
正
直
と
は
、
正

直
に
思
っ
た
意
見
を
言
う
。
親
切
と
は
、
フ
ォ

ロ
ワ
ー
の
誰
に
対
し
て
も
、
親
切
に
す
る
。
勤

勉
と
は
、
真
面
目
に
働
く
。
前
向
き
と
は
、
前

向
き
に
自
分
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行

う
。
こ
の
共
通
点
と
フ
ォ
ロ
ワ
ー
に
よ
っ
て
優

れ
た
リ
ー
ダ
ー
が
成
り
立
ち
ま
す
。

　
２
つ
目
は
、
思
う
だ
け
で
は
ダ
メ
と
い
う
こ

と
で
す
。
思
う
だ
け
で
は
そ
こ
で
終
わ
っ
て
し

ま
い
ま
す
が
、
調
べ
て
、
考
え
て
、
行
動
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
っ

た
ら
色
々
調
べ
て
み
て
、
次
に
自
分
な
り
に
考

え
て
み
て
、
最
後
に
、
自
分
の
や
り
方
で
行
動

す
る
と
い
う
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
３
つ
目
は
、協
力
が
大
事
と
い
う
こ
と
で
す
。

今
か
ら
約
２
０
０
万
年
前
の
人
も
協
力
し
合
っ

て
狩
り
や
生
活
な
ど
を
し
て
い
ま
し
た
。
狩
り

の
時
は
み
ん
な
で
考
え
、
協
力
し
て
大
き
な
獲

物
を
と
り
、
生
活
の
時
は
狩
り
で
と
っ
た
獲
物

を
み
ん
な
で
分
け
あ
っ
て
生
活
を
し
て
い
た
そ

う
で
す
。
協
力
を
す
る
と
ど
ん
な
大
き
な
こ
と

も
成
し
と
げ
ら
れ
ま
す
。

　
４
つ
目
は
、
あ
る
物
は
使
う
、
な
い
物
は
創

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
あ
る
物
を
使
う
こ
と
は

誰
だ
っ
て
で
き
ま
す
が
、
な
い
物
を
創
る
と
い

う
こ
と
は
、
な
い
物
イ
コ
ー
ル
チ
ャ
ン
ス
が
あ

る
と
考
え
、
チ
ャ
ン
ス
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
人

が
創
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
５
つ
目
は
、
成
長
と
成
功
で
す
。
成
長
と
成

功
と
は
似
て
非
な
る
も
の
で
す
。
成
功
と
は
目

標
の
達
成
、
そ
の
瞬
間
か
ら
過
去
の
出
来
事
、

他
者
と
の
比
較
が
で
き
る
も
の
で
す
。
成
長
と

は
能
力
・
意
識
の
変
化
、
そ
の
瞬
間
か
ら
未
来

へ
つ
な
が
る
こ
と
、
過
去
の
自
分
と
比
較
す
る

も
の
で
す
。
ま
た
、
成
長
し
な
い
人
の
特
徴
と

し
て
、
失
敗
を
失
敗
と
認
め
な
い
人
、
リ
ス
ク

を
恐
れ
、
失
敗
が
起
こ
ら
な
い
状
況
に
身
を
お

く
こ
と
の
２
つ
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
成
長
を
す

る
た
め
に
は
失
敗
を
失
敗
と
認
め
た
り
、
リ
ス

ク
を
恐
れ
な
い
よ
う
な
人
に
な
る
こ
と
だ
け
で

な
く
、
破
壊
と
超
回
復
が
大
事
で
す
。
破
壊
と

は
適
度
な
ダ
メ
ー
ジ
で
す
。
ま
た
、
超
回
復
と

は
適
度
な
休
養
と
栄
養
で
す
。
人
は
適
度
な
ダ

メ
ー
ジ
を
う
け
て
適
度
な
休
養
と
栄
養
を
取
り

成
長
す
る
の
で
す
。
さ
ら
に
、
組
織
の
成
長
に

は
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
、
組
織
ナ
レ
ッ
ジ
、
理
念
ビ

ジ
ョ
ン
が
大
切
で
す
。
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
と
は
共

同
作
業
の
こ
と
で
す
。
組
織
ナ
レ
ッ
ジ
と
は
組

織
の
情
報
の
こ
と
で
す
。
理
念
ビ
ジ
ョ
ン
と
は

高
い
目
標
と
い
う
こ
と
で
す
。
協
力
し
て
共
同

作
業
を
行
い
、
組
織
の
中
の
情
報
で
対
策
を
練

り
、
高
い
目
標
に
向
か
っ
て
が
ん
ば
っ
て
い
く

こ
と
に
よ
り
、
組
織
は
成
長
し
て
い
く
と
い
う

こ
と
で
し
た
。

　

プ
ラ
チ
ナ
未
来
人
財
育
成
塾
に
参
加
し
て
、

自
分
と
は
考
え
方
が
違
う
人
も
い
れ
ば
、
似
た

考
え
方
の
人
も
い
て
、
た
く
さ
ん
の
違
う
意
見

が
聞
け
て
と
て
も
良
か
っ
た
で
す
。

　
さ
ら
に
、
僕
に
は
足
り
て
い
な
か
っ
た
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
が
わ
か
り
ま
し
た
。
僕
は
、
今
ま

で
ま
と
め
る
役
だ
っ
た
の
で
自
分
が
リ
ー
ダ
ー

だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
僕
は
た
だ

意
見
を
ま
と
め
て
い
る
だ
け
で
し
た
。
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
と
は
、
リ
ー
ダ
ー
が
い
て
、
フ
ォ

ロ
ワ
ー
が
い
る
。
共
に
大
切
に
し
あ
い
、
協
力

し
て
成
し
と
げ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　
加
え
て
、失
敗
を
失
敗
と
認
め
な
い
こ
と
や
、

リ
ス
ク
を
恐
れ
、
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

で
き
て
い
な
い
と
い
う
僕
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

の
課
題
が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
は
、

プ
ラ
チ
ナ
未
来
人
財
育
成
塾
で
学
ん
だ
多
く
の

事
、
先
生
方
の
意
見
、
出
会
え
た
多
く
の
友
達

の
考
え
方
を
参
考
に
、
自
分
に
し
か
で
き
な
い

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
創
り
あ
げ
て
い
き
た
い
で

す
。
僕
は
人
が
笑
顔
に
な
る
こ
と
が
好
き
な
の

で
、
難
病
の
薬
を
作
っ
て
、
病
気
を
わ
ず
ら
っ

た
人
々
に
そ
の
薬
で
笑
顔
に
な
っ
て
も
ら
い
た

い
で
す
。
薬
だ
け
で
は
な
く
、
人
々
を
笑
顔
に

出
来
る
の
で
あ
れ
ば
何
に
だ
っ
て
挑
戦
し
て
い

き
た
い
で
す
。
無
理
だ
と
言
う
人
も
い
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
諦
め
ず
に
努
力
し
て
い
き
た

い
で
す
。
諦
め
な
け
れ
ば
夢
は
い
つ
か
叶
う
と

い
う
言
葉
を
心
に
刻
み
、
夢
を
追
い
か
け
て
い

き
た
い
で
す
。　
　
　
　
※
作
文
は
一
部
抜
粋

作　文

６月から始めた「家庭ごみ10％減量化キャンペーン」。
半年が経過して、どのくらい減量が進んだのか、目標
まであとどのくらいなのかを報告します。

ごみダイエットを皆さんとともに

【問い合わせ先】 環境課 ☎0968（25）7217

　

市
で
は
今
年
６
月
、
環
境
月
間
を
き
っ

か
け
に
、ご
み
の
減
量
を
目
指
す
取
り
組

み
「
家
庭
ご
み
10
％
減
量
化
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
を
始
め
ま
し
た
。

　

掲
げ
た
減
量
目
標
は
、市
民
１
人
当
た

り
１
日
の
ご
み
排
出
量
を
約
60
グ
ラ
ム（
卵

１
個
分
）減
ら
す
こ
と
。
本
市
の
家
庭
ご

み
市
民
１
人
当
た
り
１
日
の
排
出
量
で
あ

る
約
５
６
０
㌘（
平
成
28
年
度
）を
10
％

減
ら
し
、
約
５
０
０
㌘
に
抑
え
る
た
め
に

設
定
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、可
燃
ご
み
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し

て
市
の
ご
み
排
出
量
の
現
状
を
報
告
し
ま

す
。
今
年
度
の
可
燃
ご
み
排
出
量
を
平

成
28
年
度
と
比
較
す
る
と
、削
減
率
は
約

２
％
。
市
民
１
人
当
た
り
１
日
の
排
出
量

約
５
６
０
㌘
か
ら
11
㌘
減
り
ま
し
た
が
、

目
標
を
達
成
す
る
に
は
、あ
と
約
50
㌘
の

減
量
が
必
要
で
す
。

　

市
で
は
各
種
会
議
や
説
明
会
の
際
に
、

皆
さ
ん
に
協
力
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

「
大
事
な
の
は
、一
人
一
人
の
積
み
重
ね
」。

身
近
に
で
き
る
こ
と
は
何
か
を
考
え
、
目

標
達
成
に
向
け
て
、一
緒
に
ご
み
の
減
量
に

取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

食材の買いすぎを
なくしましょう

　買い物に出かける前は、冷蔵庫の
中身を確認しましょう。消費期限切
れになった食材を捨てることは、お
金を捨てることと同じです。定期的
に冷蔵庫の掃除もしましょう。

生ごみは
水切りをしましょう

家庭から排出される可燃ごみ量の比較と減量の状況

※ 削減目標の㌧数は年間の削減目標値です。上記の家庭系ごみに事業系ごみを
加えた市全体での可燃ごみ排出量は、-179.9㌧（-2.72％）となっています。

－1.94％（－88㌧）

－10％（－１，０８３㌧）

　生ごみの約80％は水分です。水
切りをするだけで約10％減量でき
ます。また、果物の皮など、水分量
が多いものは、細かく切ると水切り
がしやすくなります。

ごみ出しのルールを
守りましょう

　瓶・缶や古紙などは、「ごみ」では
なく、地区の廃品回収などで「有価
物」として出しましょう。

平成28年度（4月～9月） 平成30年度（4月～9月）

4,538㌧ 4,450㌧

平成28年度と比べると…

削減目標
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農
地
（
田
や
畑
）は
誰
で
も
借
り
た
り
、

買
っ
た
り
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
農
業

委
員
会
へ
の
申
請
、
許
可
が
必
要
で
す
。
農

業
委
員
会
の
許
可
が
な
け
れ
ば
、
農
地
を

買
っ
て
も
登
記
が
で
き
ま
せ
ん
。

■�

農
地
を
借
り
た
り
、
買
っ
た
り
で
き
る
人

の
条
件

❶�

農
地
の
全
て
に
つ
い
て
耕
作
す
る
と
認
め

ら
れ
る
こ
と

❷ 
耕
作
な
ど
必
要
な
農
作
業
に
常
時
従
事
す

る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と

❸ 

50
ａ（
＝
５
反
＝
５
千
㎡
）
以
上
を
耕
作

す
る
こ
と

※�

た
だ
し
、
旧
菊
池
市
区
域
20
ａ
（
＝
２
反

＝
２
千
㎡
）
以
上
を
耕
作
す
る
こ
と
。

　
農
地
所
有
適
格
法
人
（
要
登
録
）も
貸
借・

売
買
が
で
き
ま
す
。
農
地
所
有
適
格
法
人
以

外
の
法
人
、
農
作
業
常
時
従
業
以
外
の
個
人

も
条
件
付
き
で
賃
貸
借
で
き
ま
す
。　

　
さ
ら
に
、
売
買
す
る
農
地
が
農
振
農
用
地

内
の
区
域
で
、
農
地
を
買
う
人
が
▼
あ
っ
せ

ん
譲
受
等
候
補
者
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る

▼
専
業
農
家
も
し
く
は
農
地
所
有
適
格
法
人

▼
経
営
面
積
が
基
準（
注
１
）を
ク
リ
ア
し
て

い
る
、
な
ど
で
あ
れ
ば
、
農
業
経
営
基
盤
強

化
促
進
法
に
よ
る
優
遇
措
置
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

■�

優
遇
措
置
の
内
容

❶�

農
地
を
売
っ
た
人
は
、
税
金
（
譲
渡
所
得

税
の
８
０
０
万
円
ま
で
）の
特
別
控
除
が

受
け
ら
れ
ま
す
。　
　

❷ 

所
有
権
移
転
登
記
が
嘱
託
登
記
で
で
き
る

の
で
、
登
記
の
費
用
が
安
く
す
み
ま
す
。

❸ 

農
地
を
買
っ
た
人
に
は
、
不
動
産
取
得
税

の
３
分
の
１
が
控
除
さ
れ
ま
す
。

（
注
１
）
経
営
面
積
１
６
６
ａ
以
上
。
た
だ
し
、

菊
池
市
河
原
・
水
源
・
龍
門
・
迫
間
地
区
は

１
２
０
ａ
以
上
。

　

自
分
の
農
地
で
あ
っ
て
も
、
家
や
店
舗
、

畜
舎
や
倉
庫
な
ど
の
農
業
用
施
設
を
建
て
た

り
、
太
陽
光
発
電
、
資
材
置
場
や
駐
車
場
、

植
林
な
ど
に
す
る
時
に
は
、
転
用
申
請
と
許

可
が
必
要
で
す
。

❶�

所
有
者
が
自
分
の
所
有
す
る
農
地
を
転
用

す
る
場
合
→
農
地
法
第
４
条
許
可
申
請

❷�

所
有
者
以
外
の
人
が
農
地
を
転
用
す
る
場

合
→
農
地
法
第
５
条
許
可
申
請

　
農
地
の
売
買
・
賃
貸
借
・
転
用
を
予
定
し

て
い
る
人
は
、
事
前
に
農
業
委
員
会
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

※
許
可
で
き
な
い
場
所
も
あ
り
ま
す
。

※�

無
断
転
用
に
は
罰
則
（
３
年
以
下
の
懲
役

ま
た
は
３
０
０
万
円
以
下
：
法
人
は
１
億

円
以
下
の
罰
金
）が
あ
り
ま
す
。

　
農
地
の
売
買
や
賃
貸
借
、
農
地
転
用
の
申

請
を
予
定
さ
れ
て
い
る
人
は
、
農
業
委
員
会

総
会
に
諮
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
忘
れ

ず
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
毎
月
25
日
を
締

切
と
し
て
い
ま
す
が
、
12
月
は
年
末
年
始
を

は
さ
む
た
め
締
切
が
早
く
な
っ
て
い
ま
す
。

申
請
締
切
日　
12
月
20
日
㈭

農
業
委
員
会
総
会　
平
成
31
年
１
月
10
日
㈭

　
今
後
の
農
地
利
用
の
あ
り
方
を
検
討
す
る

た
め
、
農
家
の
皆
さ
ま
を
対
象
に
12
月
か
ら

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

��

農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

が
調
査
に
伺
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

農地の売買や転用、そのほか農地に関することは、
お気軽にご相談ください。

問い合わせ先
農業委員会　☎0968（25）7235
七城支所　　☎0968（25）1080
旭志支所　　☎0968（25）3334
泗水支所　　☎0968（25）2155

農業委員会だより

農
地
の
貸
し
借
り・
売
買

に
は
許
可
が
必
要
で
す

農
地
は

無
断
転
用
で
き
ま
せ
ん
！

農
地
利
用
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
ま
す

12
月
の
申
請
締
切
日
は

12
月
20
日
㈭
で
す

動画・写真コンテスト開催！
募集テーマ 「平成を彩った、未来に残したい風景」

応募・問い合わせ先
⇒メールアドレス　kouhou@city.kikuchi.lg.jp
⇒送付先　〒 861-1392（住所記載不要）
　菊池市役所市長公室広報交流係　☎ 0968（25）7252

・ 注意事項など、詳しくはホームページに
　掲載している応募要項をよく読んでから
　ご応募ください。
・過去に撮影された作品も応募できます。
・応募用紙はホームページにもあります。
・ 応募いただいた動画・写真は選考の上、公式フェイスブックペー

ジ「癒しの里 菊池」などに随時掲載します。

応募方法
■ 応募方法　必要事項を明記し、作品と併せて応募してください。
①撮影日時　②撮影場所　③作品のタイトル
④作品の説明（撮影意図、思い入れなど）
⑤掲載する名前（ニックネーム可）
⑥ 平成での菊池市の印象や変化と、次世代にむけての菊池市へ

の期待、願望など（複数回応募される場合は初回だけでも結構
です）

⑦ 住所、氏名、電話番号（賞品の発送および応募内容に関する問
い合わせにのみ使用させていただきます）

⑧ 動画：データを DVD などのメディアに記録し、郵送または直
接提出してください（DVD-VIDEO 形式は不可）。

　 写真：メール、郵送、または直接提出してください。データを
郵送する際は、写真データを記録した CD-R などのメディアを
送付してください。提出されたメディアとデータは返却しません
のでご了承ください。

応募期限
平成31年３月１5日㈮必着

表彰・発表
■ 表彰・賞品　各部門でグランプリ、準グランプリ、市長賞、入

選を選定し、表彰します。
①グランプリ　　きくちまるごと市場で使える２万円分の賞品券
②準グランプリ　きくちまるごと市場で使える１万円分の賞品券
③市長特別賞　　きくちまるごと市場で使える１万円分の賞品券
④入選 　　　　　菊池温泉入浴券
■発表　広報きくち、フェイスブック「癒しの里 菊池」、インスタ
グラム、ホームページなどで発表します。

動画部門
■応募条件　次の全てに該当すること。
① 菊池市内で撮影した動画、または本市にゆかりのあるものを映

した動画であること。
②菊池市らしい、菊池らしさを表現していること。
③  10 秒～ 60 秒以内の作品で、表現方法（実写、CG、アニメなど）

は問いません。
④他のコンテストに応募していないもの。
⑤ファイル形式を wmv、mov、flv、mpg(mpeg)、avi のいず
　れかにすること。
⑥１人３作品まで応募できますが、入賞作品は１人１点までです。

MOVIE 写真部門
■応募条件　次の全てに該当すること。
① 菊池市内で撮影した一枚写真、または本市にゆかりのあるもの

を写した一枚写真であること。
②菊池市らしい、菊池らしさを表現していること。
③他のコンテストに応募していないもの。
④データの場合、ファイル形式は jpeg(jpg) とし、ファイルサイ
　ズは 9MB 以内とします。プリントの場合、サイズは 6 切・ワ
　イド 6 切・A4・4 切・ワイド 4 切とします。
⑤トリミングや色補正は可。デジタル加工・合成は対象外とします。
⑥１人５作品まで応募できますが、入賞作品は１人１点までです。

PHOTO

https://www.facebook.com/kikuchicity

第７回

来年の５月には平成が終わり、新しい年号に変わります。これに合わせて、あなたが「次世代に残したい」
菊池市らしい「まちの宝」や物事、風景を募集します。皆さんが感じる地域の宝を共有し、継承していきませんか。

平成最後の動画・写真コンテストにぜひご参加ください。多数のご応募をお待ちしています。

■動画部門審査員　藤
ふじ

本
もと

周
しゅう

一
いち

氏（映像ディレクター）
昭和 34 年７月生まれ。RKB 毎日放 送「今日感テレビ」、
FBS 福岡放送「めんたいワイド」、TVQ 九州放送「きらり九
州めぐり逢い」、「土曜の夜は！おとななテレビ」、KAB 熊本
朝日放送「くまパワ」などを担当。2015 年、菊池市魅力発
信広告事業「菊池スペシャリテ」企画演出を担当。隈府在住。

■写真部門審査員　安
やす

永
なが

隆
たか

敏
とし

氏（写真家）
昭和８年８月生まれ。写真歴 40 年以上。九州二科展をは
じめさまざまなコンテストで入賞。菊池渓谷で撮影した写
真は１万枚を超え市内各地で個展も開催。作品は雑誌やポ
スターなど多くの広告媒体で採用されるほど人気が高い。
七城町林原在住。

↑応募要項、専用応
募フォームQRコード
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問い合わせ先 健康推進課高齢者医療・年金係  ☎0968（25）72１８

国民年金保険料の納め忘れはありませんか?

国民年金保険料の案内を民間委託しています

■「老後」と「もしも」のときに備えましょう
　今年も残りわずかとなりました。皆さん、国民年金の保険
料は納めましたか。年金は、自分自身だけでなく世代間の
助け合いです。未納のままでいると、「老後」の年金はもち
ろんのこと「もしも」のときの障害基礎年金や遺族基礎年金
などが受けられない場合があります。このようなことがな
いように、保険料は必ず納めましょう。

■国民年金保険料の支払いに困ったら
「国民年金保険料免除制度」をご利用ください
　国民年金の長い加入期間中には、病気やけが、失業など
の経済的理由で、保険料を支払うことが困難な時期がある
かもしれません。そんなときは、「免除制度」があなたの年
金を守ります。
・収入が少なく、生活に困ったとき
・病気やけがなどで、経済的に困ったとき
・失業や営業不振などで保険料を納めることに困ったとき
　「免除申請書」に必要事項を記入し、健康推進課または各
支所市民生活課の国民年金窓口に提出してください。代理
で申請する場合は、申請する人の年金手帳または納付書お

　日本年金機構では、国民年金保険料の納め忘れの方に対
して、電話・文書・戸別訪問による納付の案内や免除などの
申請手続きの案内を民間事業者へ委託しています。
熊本県担当:日立トリプルウィン・NTT印刷共同企業体
問い合わせ先　☎0120（211）231
その他の地域担当 : 株式会社アイヴィジット、株式会社バッ
クスグループ、日立トリプルウィン株式会社

■振り込め詐欺などにご注意！
　民間事業者は、日本年金機構が発行した納付書により最
寄りの金融機関やコンビニエンスストアでお支払いいただ
くようご案内します。銀行口座を指定してATM の操作によ
り振り込みをお願いすることはありません。

■ 日本年金機構などの職員と称して、現金を詐取する
「不審な電話や訪問」にご注意ください

　全国各地で「日本年金機構」や「社会保険庁」もしくは「厚
生労働省」などの職員と称して、現金を詐取したり、銀行口
座番号や家族構成、預貯金額を聞くなど、不審な電話や訪
問があったというお問い合わせが寄せられています。また、
年金関係の書類を配達できないなどと言って、運送会社を
名乗り、職業や会社名などの情報を入手しようとする電話
があったというお問い合わせも寄せられています。

よび印かんを持って来てください。継続申請により期間延
長承認に該当する人以外は、毎年申請が必要です。
※ 申請書提出後、年金事務所で前年度所得額により審査が

あります。審査の結果、免除が認められないこともあります。
※ 国民年金保険料の一部免除（4分の3免除・半額免除・4分

の1免除）が承認された人は、残りの一部保険料を納めな
いと未納期間となり、老後に受け取る年金（老齢基礎年金）
や障がいや死亡に対する年金（障害基礎年金、遺族基礎
年金、死亡一時金）を受け取ることができない場合があり
ますのでご注意ください。

■追納制度をご存知ですか?
　免除を受けた期間や納付猶予期間および学生納付特例
期間の保険料は、10年までさかのぼって保険料を納付する
ことができます。満額の老齢基礎年金を受け取るために、
生活に余裕ができたときには納めるようにしましょう。免除
が承認された期間の翌年度から起算して3年度目以降は、
当時の保険料に加算額がつきますので早めに追納すること
をお勧めします。

　日本年金機構職員および委託事業者が電話により「払い
過ぎている税金を還付する」と話をしたり、年金受給額、預
貯金口座番号などを聞くことはありません。また、訪問する
際は、必ず写真付身分証明書を携行し、提示します。委託事
業者の訪問員が現金をお預かりすることはありません。
　くれぐれも「なりすまし」による被害にご注意ください。怪
しいなと感じたら、年金事務所または警察に連絡してくださ
い。

問い合わせ先　熊本西年金事務所　☎0９６（３５３）０１４２

問い合わせ先
生涯学習課
社会教育係

☎ 0968（25）7232

⓰   

菊池川 日本遺産 検索

五ご

穀こ
く

豊ほ
う

穣じ
ょ
うを
祈
る
ま
つ
り
①

社
境
内
の
舞ま

い

殿ど
の

で
踊
り
を
奉
納
し

ま
す
。

　
踊
り
手
は
非
常
に
素そ

朴ぼ
く

な
衣
装

（
白
い
麻あ

さ

の
狩か

り

衣ぎ
ぬ

）を
身
に
ま
と

い
、
蓑み

の

笠が
さ

を
烏え

帽ぼ

子し

の
よ
う
に
被

り
ま
す
。
そ
し
て
、
大
太
鼓
の
周

り
を
取
り
囲
ん
で
、
唄
と
太
鼓
に

合
わ
せ
て
輪
に
な
り
、
約
20
分
間

踊
り
続
け
ま
す
。
神
社
で
の
踊
り

を
終
え
る
と
、
そ
こ
か
ら
東
へ
約

５
０
０
㍍
離
れ
た
「
稔と

し

之の

神か
み

」と

い
う
場
所
へ
移
動
し
て
、
再
び
同

じ
踊
り
を
奉
納
す
る
と
行
事
は
終

了
で
す
。

　
そ
の
歴
史
は
大
変
古
く
、
中
世

（
鎌
倉
時
代
か
ら
室
町
時
代
）ま

で
さ
か
の
ぼ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
起
源
に
は
諸
説
あ
り
ま
す
が
、

念
仏
踊
り
や
盆
踊
り
か
ら
始
ま
っ

た
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
（
担
当
：
山
鹿
市
社
会
教
育
課
）

を
も
ら
い
ま
す
。
か
せ
い
ど
り
は

家
内
安
全
と
一
年
の
豊
作
を
祈
り
、

神
棚
に
供
え
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
行
事
は
数
百
年
続
く
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
由
来
な

ど
は
よ
く
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

現
在
は
子
ど
も
が
少
な
く
な
り
、

伝
承
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
そ
う

で
す
が
、
地
域
の
子
ど
も
と
大
人

が
一
緒
に
な
っ
て
守
り
続
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

長な
が

坂さ
か

な
れ
な
れ
な
す
び
踊
り

　
毎
年
３
月
の
上
旬
に
、
山
鹿
市

の
中
ほ
ど
に
あ
る
長
坂
地
区
の
厳い

つ
く

島し
ま

神
社
例
大
祭
で
奉
納
さ
れ
る
、

五
穀
豊
穣
を
祈
っ
た
踊
り
で
す
。

　
祭
り
当
日
、
踊
り
手
た
ち
が
午

後
８
時
頃
か
ら
集
ま
っ
て
、
し
ば

ら
く
お
酒
を
酌く

み
交
わ
し
た
後
、

10
時
頃
か
ら
踊
り
が
始
ま
り
ま
す
。

踊
り
手
６
人
と
、
ど
ら
打
ち
４
人
、

歌
い
手
10
人
の
合
計
20
人
が
、
神

　
菊
池
川
流
域
で
は
、
米
の
豊
作

を
祈
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
お
祭
り
や

風
習
が
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

阿あ

佐さ

古ご

か
せ
い
ど
り
う
ち

　
毎
年
１
月
14
日
の
夜
、
山
鹿
市

北
東
の
山
あ
い
に
あ
る
菊
鹿
町
阿

佐
古
地
区
で
行
わ
れ
る
行
事
で
す
。

「
か
せ
い
ど
り
」と
は
長
さ
70
セ

ン
チ
ほ
ど
の
し
め
縄
に
粟あ

わ

の
穂
を

挿
し
た
作
り
物
で
す
。

　
当
日
の
夕
方
、
地
区
の
子
ど
も

た
ち
が
地
元
の
乙お

と

皇す
め

神
社
に
集
ま

る
と
、
顔
を
墨
で
真
っ
黒
に
塗
り

つ
ぶ
し
、
か
せ
い
ど
り
を
持
っ
て

各
家
庭
を
回
り
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
は
玄
関
の
戸
を
開
け
る
と
「
か

せ
い
ど
り
、ど
っ
さ
り
お
祝
い
な
」

と
大
き
な
声
を
発
し
、
か
せ
い
ど

り
で
上
が
り
框か

ま
ち

を
叩
く
の
が
習
わ

し
で
す
。
家
の
人
は
子
ど
も
た
ち

に
お
菓
子
や
お
餅
を
渡
す
と
、
そ

の
お
返
し
に
小
さ
な
か
せ
い
ど
り

❷長
なが

坂
さか

なれなれなすび踊り

❶阿佐古かせいどりうち

3

325

山鹿市役所

菊池川

菊鹿市民
センター

菊池市

山鹿市

鹿本市民センター

乙
おと

皇
すめ

神社 
（阿佐古地区）

厳
いつく

島
しま

神社 
（長坂地区）

●

●

●

位置図
❶

❷
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オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
と
は

　

直
訳
す
る
と
「
口
（
オ
ー
ラ
ル
）

の
虚
弱
（
フ
レ
イ
ル
）」
を
意
味
し
、

口
や
歯
の
機
能
低
下
か
ら
始
ま
る
体

の
衰
え
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。
オ
ー

ラ
ル
フ
レ
イ
ル
は
、
次
の
よ
う
な
症

状
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

・
滑
舌
が
は
っ
き
り
し
な
い

・
食
べ
こ
ぼ
し

・
わ
ず
か
な
む
せ

・
噛
め
な
い
食
べ
物
が
増
え
る

・
口
の
乾
燥

オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
の
影
響

　

う
ま
く
噛
め
な
い
と
、
食
べ
ら
れ

な
い
物
が
増
え
、
食
事
量
や
食
欲
が

減
少
し
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
食
物
か

ら
栄
養
が
摂
取
で
き
な
け
れ
ば
身
体

は
弱
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

口
を
動
か
す
機
能
が
低
下
す
る
と
発

音
や
会
話
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
な
く

な
っ
て
し
ま
う
た
め
、
人
と
会
っ
た

り
外
出
し
た
り
す
る
こ
と
が
次
第
に

お
っ
く
う
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

　

オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
は
健
康
と
機

能
障
害
の
中
間
（
右
下
図
の
第
2
段

階
）
に
あ
り
ま
す
。
第
3
・
第
4
段

階
で
あ
る
体
全
体
の
運
動
・
栄
養
障

害
に
な
る
と
要
介
護
状
態
に
移
行
し

て
し
ま
い
ま
す
。
し
か
し
オ
ー
ラ
ル

フ
レ
イ
ル
に
早
め
に
気
付
い
て
対
応

す
れ
ば
、
健
康
に
近
づ
く
こ
と
も
可

能
で
す
。

市
役
所
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

対　

象　

今
年
度
30
・
40
・
50
・
60
・

70
歳
に
な
る
人

期　

間　

～
平
成
31
年
2
月
28
日
㈭

個
人
負
担
金

▼
30
・
40
・
50
・
60
・
歳
の
人　

千
円

▼
70
歳
の
人　

５
０
０
円

内　

容　

歯
周
組
織
検
査
、
歯
ぐ
き

や
歯
の
手
入
れ
方
法
な
ど

持
参
品　

受
診
券
、
健
康
保
険
証

【 問い合わせ先 】
健康推進課健康推進係 ☎ 0968（25）7219

３
歳
児
健
診
時「
む
し
歯
な
し
」の
子

麻あ
さ

井い

風ふ
う

花か　
（
○菊  

北
原
）

川か
わ

口ぐ
ち

善ぜ
ん

太た

郎ろ
う

（
○菊  

亘
）

中な
か

村む
ら

の
は
な
（
○菊  

亘
）

立た
て

山や
ま

彪ひ
ょ
う

真ま　
（
○菊  

袈
裟
尾
）

深ふ
か

田だ

咲さ

良ら

沙さ

（
○菊  

袈
裟
尾
）

矢や

野の

妃ひ

栞よ
り　

（
○菊  

袈
裟
尾
）

山や
ま

瀬せ

蒼あ
お

士し　
（
○菊  

中
原
）

染そ
め

原は
ら

愛め

乃い　
（
○菊  

太
田
）

中な
か

原は
ら

花は
な

道み
ち　

（
○菊  

下
長
田
）

山や
ま

田だ

梛な
ぎ

晴は　
（
○菊  

大
琳
寺
）

近こ
ん

藤ど
う

茉ま

央お　
（
○菊  

北
宮
）

岡お
か

本も
と

崇そ
う

汰た　
（
○菊  

上
西
寺
）

豊と
よ

田だ

陽ひ

葵ま
り　

（
○菊  

上
西
寺
）

廣ひ
ろ

瀬せ

鈴れ
い

羅ら　
（
○菊  

上
西
寺
）

米よ
ね

川か
わ

凛り

音お
と　

（
○菊  

下
出
田
）

緒お

方が
た

海か
い

翔と　
（
○菊  

花
房
台
）

倉く
ら

原は
ら

一か
ず

喜き　
（
○菊  

今
）

城じ
ょ
う　

歩あ
ゆ

花か　
（
○七  

岡
田
）

菊き
く

永な
が

梛な

生お　
（
○七  

間
所
）

吉き

良ら

彩あ
や

菜な　
（
○七  

間
所
）

岩い
わ

根ね

咲さ
く

翔と　
（
○旭  

岩
本
）

森も
り

永な
が

多た

眞ま

実み

（
○旭  

岩
本
）

青あ
お

木き

栞か
ん

愛な　
（
○旭  

川
下
）

坂さ
か

本も
と

颯そ
う

介す
け　

（
○旭  

川
下
）

小こ

柳や
な
ぎ

光こ
う

汰た

朗ろ
う

（
○泗  

永
）

東ひ
が
し　

昌ま
さ

裕ひ
ろ　

（
○泗  

村
吉
）

岩い
わ

下し
た

輝ら
い

星と　
（
○泗  

富
の
原
中
央
）

大お
お

塚つ
か　

葵あ
お
い　

（
○泗  

富
の
原
中
央
）

仲な
か

宗そ

根ね

陽ひ

向な
た

（
○泗  

富
の
原
中
央
）

起お
き

田た

夏か

楓え
で　

（
○泗  

富
の
原
東
）

永な
が

田た

陽は
る

臣お
み　

（
○泗  

富
の
原
東
）

北き
た

原は
ら

優ゆ
う

真ま　
（
○泗  

富
の
原
北
）

中な
か

村む
ら

匠た
く

利と　
（
○泗  

富
の
原
北
）

中な
か

山や
ま

継け
い

心ご　
（
○泗  

富
の
原
西
）

緒お

方が
た

颯は
や

人と　
（
○泗  

久
米
一
）

竹た
け

内う
ち

ほ
な
み
（
○泗  

久
米
一
）

中な
か

村む
ら

環か
ん

那な　
（
○泗  

久
米
一
）

東ひ
が
し　

茅ち

咲さ　
（
○泗  

薬
師
）

坂さ
か

本も
と

八や

重え　
（
○泗  

井
戸
方
）

麻あ
そ

生う

凛り

り々

愛あ

（
○泗  

桜
山
三
）

髙た
か

本も
と

渚な
ぎ

斗と　
（
○泗  

桜
山
五
）

❶
む
し
歯
菌
を
減
ら
す
た
め
の
毎
日

の
仕
上
げ
磨
き　
❷
甘
い
も
の
を
減

ら
し
た
お
や
つ
の
工
夫　
❸
歯
の
質

を
強
く
す
る
た
め
の
定
期
的
な
フ
ッ

化
物
塗
布

　
家
族
ぐ
る
み
で
む
し
歯
予
防
に
取

り
組
み
、
健
康
な
歯
を
保
ち
ま
し
ょ

う
。
今
回
む
し
歯
が
あ
っ
た
お
子
さ

ん
は
、
な
る
べ
く
早
く
歯
科
医
院
を

受
診
し
ま
し
ょ
う
。

む
し
歯
を
予
防
す
る
た
め
に
は

と　

き

　

12
月
17
日
㈪ 

午
後
２
時
～
４
時

と
こ
ろ

　

七
城
多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー

内　

容　

４
０
０
ml
献
血

　

薬
を
飲
ん
で
い
る
人
で
も
献
血
で

き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
会
場
で
医
師

が
判
断
し
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

献
血
の
安
全
性
向
上
の
た
め
、
運

転
免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
で
本

人
確
認
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
献

血
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
る
人
は
一
緒

に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
目
的
の
献
血
は

お
断
り
し
て
い
ま
す

　

Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
は
菊
池
保
健
所
（
☎

０
９
６
８（
25
）４
１
３
８
）
で
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
無
料
・
匿
名
で
検
査

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
を
防
ご
う

　

オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
を
防
ぐ
の
に

最
も
大
切
な
こ
と
は
、
口
の
機
能
を

保
つ
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
噛

む
、話
す
な
ど
、口
や
口
回
り
を
し
っ

か
り
と
使
い
ま
し
ょ
う
。

　

口
の
体
操
も
効
果
的
で
す
。
唾
液

が
よ
く
出
る
よ
う
に
な
り
、
舌
の
動

き
も
滑
ら
か
に
な
っ
て
飲
み
込
み
や

す
く
な
り
ま
す
。
顔
の
表
情
も
豊
か

に
な
り
、
生
き
生
き
し
て
き
ま
す
。

下
記
の
イ
ラ
ス
ト
を
参
考
に
食
事
の

準
備
体
操
と
し
て
、
無
理
の
な
い
範

囲
で
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

口
の
機
能
の
小
さ
な
衰
え
に
早
め

年齢とともに筋力や心身の活力は低下します。
転びやすくなった、外出する機会が減ったな
どの機能低下は、実はお口の健康と関連が
深いことが分かっています。

10
月
３
日・24
日
の
歯
科
健
診
で
、む
し
歯
が
な
か
っ
た
お

子
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）  

※
行
政
区
は
健
診
日
時
点

に
気
付
く
に
は
、
若
い
時
か
ら
定
期

的
な
歯
科
健
診
と
必
要
な
治
療
を
行

い
歯
の
喪
失
を
防
ぐ
こ
と
が
非
常
に

大
切
で
す
。
日
頃
の
歯
磨
き
や
義
歯

の
手
入
れ
に
加
え
、
む
し
歯
や
歯
周

病
、
歯
の
噛
み
合
わ
せ
の
不
具
合
、

ド
ラ
イ
マ
ウ
ス
な
ど
の
病
気
や
不
調

が
あ
れ
ば
、
歯
科
医
院
を
受
診
し
ま

し
ょ
う
。

口
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を

し
ま
せ
ん
か
？

　

自
覚
症
状
が
な
く
て
も
、
1
年
に

1
回
は
歯
科
医
院
を
受
診
し
、
口
の

健
康
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。
歯

周
病
を
早
期
発
見
し
、
オ
ー
ラ
ル
フ

レ
イ
ル
を
予
防
す
る
方
法
の
ひ
と
つ

に
歯
周
疾
患
検
診
が
あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
節
目
の
年
の
人
を
対
象
に

検
診
の
お
す
す
め
と
、
検
査
料
の
助

成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
対
象
者
に
は

5
月
下
旬
に
受
診
券
を
送
付
し
て
い

ま
す
。
受
診
券
を
紛
失
し
た
場
合
は

荒木歯科医院 ☎0968（25）1478
新谷歯科医院 ☎0968（25）2034
加藤歯科医院 ☎0968（24）5188
工藤歯科医院 ☎0968（25）4567
そのき歯科医院 ☎0968（24）7008
髙木歯科クリニック ☎0968（25）1963
たかはし歯科医院 ☎0968（38）5199
つつみ歯科医院 ☎0968（41）3434
中村歯科医院 ☎0968（37）2300
ほまれ歯科クリニック ☎0968（41）8841
中山歯科医院 ☎0968（38）2401
橋本歯科医院 ☎0968（38）6018
林歯科医院 ☎0968（24）4182
林秀樹歯科医院 ☎0968（25）4500
ペエ歯科クリニック ☎0968（38）0202
増永歯科医院 ☎0968（25）2285
もとだ歯科医院 ☎0968（38）6800
もみじ歯科医院 ☎0968（23）6800
原賀歯科医院 ☎0968（25）0202

市指定の歯科医院

口の体操

結んで

舌を出して

❶

❻
開いて

その舌を
鼻に

❷

❼
舌を出して

舌を右に

❸

❽
結んで

舌を左に

❹

❾
また開いて

舌をグルグル
回します

❺

イラスト提供：福岡県歯科衛生士会

参照：「食（栄養）および口腔機能に着目した加齢症候群の概念の確立と介護予防（虚弱化予
防）から要介護状態に至る口腔ケアの包括的対策の構築に関する研究」報告書

心と体をスッキリ整えよう!

今回のいきいきトレ活セミナー
は、ヨガの動きと呼吸で脂肪を
燃焼するセミナーを開催します。

平成31年1月16日㈬と　き

菊池養生園かぼちゃ館ところ

無料参加費

市内在住で、健康づくりに興味のある人
対　象

健康推進課、各支所市民生活課または
菊池養生園にある申込用紙に記入して
申し込んでください。後日、詳しい案内
をお送りします。

申込方法

各回15人定　員
北
きた

里
ざと

嘉
よし

幸
ゆき

さん（元地域おこし協力隊）講　師

【問い合わせ先 】　菊池養生園
☎0968（38）2820（担当：田

た

中
なか

・木
こ

庭
ば

） 

【１回目】  午後1時30分～2時15分
【２回目】  午後2時30分～3時15分
※いずれか1回の参加となります。

参加者
募集！

オーラルフレイル概念図
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問い合わせ先
菊池市教育委員会

生涯学習課内
☎ 0968（25）7232

青
少
年
育
成
推
進
員
だ
よ
り

No.47

赤
星
天
満
宮
（
下
赤
星
）

　

赤
星
天
満
宮
で
は
、
神
楽
や
25
年

ご
と
の
遷
宮
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

大だ

宰ざ
い

府ふ

天
満
宮
の
資
料
に
「
赤
星
天

満
宮
荘し

ょ
う

園え
ん

」
が
記
録
さ
れ
て
お
り
、

平
安
時
代
後
期
に
大
宰
府
安あ

ん

楽ら
く

寺じ

天

満
宮
の
荘
園
と
な
り
、
大
宰
府
府ふ

官か
ん

の
菊
池
氏
の
発
展
の
一い

ち

根こ
ん

拠き
ょ

に
な
っ

た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

先
進
地
視
察
研
修
に
参
加
し
て

　
　
　

  

　

８
月
23
・
24
日
、
理
事
・
推
進
員

な
ど
の
20
人
が
参
加
し
、
鹿
児
島
で

視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

１
日
目
の
姶あ

い

良ら

市し

教
育
委
員
会
訪

問
で
は
、
ま
ず
小お

倉ぐ
ら

教
育
長
か
ら
町

村
合
併
の
様
子
、
現
在
の
市
の
現
状

お
よ
び
教
育
行
政
と
し
て
の
在
り
方

な
ど
を
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

次
に
、
宇う

井い

指
導
主
事
か
ら
青
少

年
育
成
市
民
会
議
の
取
り
組
み
を
中

心
に
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
特

に
印
象
に
残
っ
た
の
は
、
姶
良
市
の

「
子
育
て
基
本
条
例
」
で
、“
子
育
て
・

人
づ
く
り
は
、
明
日
の
社
会
を
つ
く

る
”
と
い
う
言
葉
で
し
た
。
市
民
一

人
一
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
子
育

て
・
人
づ
く
り
を
協
働
で
行
う
、
な

ん
と
素
晴
ら
し
い
実
践
だ
ろ
う
か
と

感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、「
姶
良

市
子
育
て
手
帳
」（
下
欄
参
照
）
は
、

対
象
年
齢
の
家
庭
に
配
布
す
る
と
の

こ
と
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、
鹿

児
島
の
風
土
が
生
ん
だ
文
化
だ
と
も

感
じ
ま
し
た
。

　

研
修
２
日
目
に
訪
れ
た
西さ

い

郷ご
う

南な
ん

洲し
ゅ
う

顕け
ん

彰し
ょ
う

館か
ん

内
の
展
示
物
の
※
郷ご

中じ
ゅ
う

教
育

か
ら
も
そ
の
ヒ
ン
ト
が
見
つ
か
り
ま

し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
社
会
全
体
に
よ
る

協
働
の
子
育
て
・
人
づ
く
り
を
目
指

し
た
姶
良
市
の
取
り
組
み
の
ル
ー
ツ

は
、
一
朝
一
夕
に
出
来
上
が
っ
た
も

の
で
は
な
い
奥
深
さ
を
学
べ
ま
し
た
。

※
郷
中
教
育
と
は

　
薩さ

つ

摩ま

藩は
ん

独
特
の
教
育
組
織
で
す
。
地

域
の
武
士
集
団
を
郷
中
と
い
い
、
二に

才せ

頭が
し
らの

統
率
の
下
で
先
輩
が
後
輩
を
指
導

し
て
、
青
少
年
が
自
主
的
に
心
身
を
練

成
し
ま
し
た
。（
二
才
頭
→
二に

才せ

組ぐ
み

→

稚ち

児ご

頭が
し
ら

→
長お

せ

稚ち

児ご

→
小こ

稚ち

児ご

）

　
　
　

  

研
修
委
員
長　
宮み

や

川が
わ　

淳じ
ゅ
ん

一い
ち

第８回

ち
稚ち

児ご

・
遷せ

ん

宮ぐ
う

　

神か
ぐ
ら楽
も
伝
わ
る

　
　

赤あ
か

星ほ
し

天て
ん

満ま
ん

宮ぐ
う

赤星天満宮

① 

幼
児
期
編　
～
親
の
笑
顔
が
子
ど

も
の
笑
顔
を
つ
く
る
～

　

子
ど
も
を
育
て
、
そ
の
成
長
を
見

守
る
こ
と
は
根
気
の
い
る
こ
と
で
す

が
、
大
き
な
喜
び
や
楽
し
み
を
も
た

ら
す
も
の
で
す
。
肩
の
力
を
抜
き
、

親
も
子
ど
も
と
と
も
に
学
び
、
み
ん

な
で
、
楽
し
み
な
が
ら
子
育
て
を
し

ま
し
ょ
う
。

② 

小
学
校
下
学
年
編　
～
家
庭
を「
子

ど
も
の
安
全
基
地
に
」
～

　
行
き
た
い
学
校
、
帰
り
た
い
家
庭
、

住
み
た
い
地
域
に
。
子
ど
も
た
ち
は
、

社
会
の
「
宝
」
で
あ
り
、
次
代
を
創

り
出
し
て
い
く
存
在
で
す
。
い
つ
の

時
代
も
、
子
ど
も
た
ち
の
「
は
じ
け

る
笑
顔
」
が
、
世
の
中
を
明
る
く
、

和
や
か
に
包
み
込
ん
で
く
れ
ま
す
。 姶良市子育て手帳

姶良市教育委員会にて

先
進
地
研
修
の
感
想

○ 

郷
土
を
愛
す
る
意
識
の
高
さ
を
感
じ

ま
し
た
。
ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
夢
と

志
を
も
っ
て
社
会
に
貢
献
す
る
心
を

育
む
取
り
組
み
に
感
銘
を
受
け
ま
し

た
。

　
　
　
　
　
　

   

理
事　
徳と

く

永な
が　

恵け
い

子こ

○ 

姶
良
市
で
は
、
児
童
数
が
減
少
し
て

い
る
小
規
模
校
の
統
廃
合
計
画
は
進

め
ず
、
存
続
方
法
を
検
討
し
地
域
の

活
性
化
を
目
指
さ
れ
て
い
る
。
大
い

に
参
考
に
な
る
研
修
で
し
た
。

　
　
　
　
　
推
進
員　
黒く

ろ

田だ　
浩こ

う

一い
ち

郎ろ
う

　
○ 

先
輩
が
後
輩
を
指
導
し
面
倒
を
見

て
、
次
代
を
担
う
青
少
年
の
育
成
に

努
め
る
精
神
や
、
教
育
方
針
に
感
動

し
ま
し
た
。　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
理
事　
森も

り　
隆た

か

博ひ
ろ

　

菊
池
女
子
高
校
剣
道
部
は
今
年
で

創
部
13
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
昨
年

は
、
熊
本
県
高
校
総
体
剣
道
女
子
団

体
の
部
に
お
い
て
、
念
願
の
初
制
覇

を
成
し
遂
げ
、
剣
道
王
国
熊
本
の
地

に
「
菊
池
女
子
」
の
名
を
刻
む
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
度
も

個
人
で
田た

中な
か

咲さ

妃き

さ
ん
（
菊
池
南
中

出
身
）
が
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場
す

る
な
ど
、
地
元
の
生
徒
が
全
国
の
舞

台
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。
卒
業
生
の

小お

川が
わ

燦き
ら
ら

さ
ん
（
菊
池
北
中
出
身
、
中

央
大
学
）
は
平
成
30
年
度
第
１
期
Ｊ

Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
強
化
訓
練
生
に
選
出
さ
れ
、

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
だ
よ
り

エ
ン
ジ
ョ
イス
ポ
ー
ツ
問い合わせ先

菊池市
スポーツ推進委員

協議会広報部
☎0968（25）7234

No.40

県高校総体剣道女子団体優勝で笑顔の選手

高
校
部
活
動
応
援
企
画

菊
池
女
子
高
校
剣
道
部
紹
介

準優勝の緒方有希監督（中央左）

屋外用ペタンク

　
次
回
は
、
先
日
韓
国
で
行
わ
れ
た
世

界
剣
道
選
手
権
大
会
で
男
子
主
将
を
務

め
た
大お

お
城き

戸ど

知さ
と
る

氏
（
大
阪
府
警
）
と
、

平
成
24
年
全
日
本
剣
道
選
手
権
大
会
で

優
勝
し
た
木き

和わ

田だ

大だ
い

起き

氏（
大
阪
府
警
）

を
お
招
き
し
て
、
剣
道
教
室
を
開
催
す

る
予
定
で
す
。

バルバレーのプレー風景

●
バ
ル
バ
レ
ー

　
特
殊
な
ボ
ー
ル
と
ホ
ー
ル
ネ
ッ
ト
と

呼
ば
れ
る
穴
開
き
ネ
ッ
ト
を
使
用
し
た

ス
ポ
ー
ツ
で
、狭
い
場
所
で
も
安
全
に
、

運
動
経
験
の
な
い
人
で
も
気
軽
に
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
を
楽
し
め
ま
す
。
ボ
ー
ル

の
中
に
は
風
船
が
入
っ
て
い
る
の
で
、

ゆ
っ
く
り
し
た
動
き
で
プ
レ
ー
で
き
ま

す
。
高
さ
や
ル
ー
ル
な
ど
を
変
え
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

●
ペ
タ
ン
ク

　
コ
ー
ト
上
に
描
い
た
サ
ー
ク
ル
を
基

点
と
し
て
、
ビ
ュ
ッ
ト
（
目
標
球
）
目

が
け
て
ボ
ー
ル
を
投
げ
合
い
、
相
手
よ

り
ビ
ュ
ッ
ト
に
近
づ
け
る
こ
と
で
得
点

を
競
う
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
健
康
管
理
に

も
効
果
的
で
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま

で
、
世
代
、
性
別
、
年
齢
の
壁
を
越
え

て
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、
皆
さ
ん
ス
ポ
ー
ツ

を
し
て
い
ま
す
か
。
小
学
校
の
学
年
行

事
で
指
導
を
す
る
機
会
が
あ
り
、
準
備

体
操
で
ス
ト
レ
ッ
チ
を
し
て
い
る
最

中
、「
痛
い
、
で
き
な
い
」
と
の
声
が

聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。
軽
い
、
無
理
の

な
い
動
き
で
も
保
護
者
の
半
数
以
上
が

で
き
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
準
備
体
操

な
の
に
体
が
固
く
、
苦
痛
の
表
情
に
な

る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
こ
れ

は
大
変
。
今
後
、
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
と

し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
っ
と
ス

ポ
ー
ツ
や
体
操
な
ど
に
親
し
め
る
時
間

を
企
画
し
な
け
れ
ば
と
感
じ
た
秋
の
日

で
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｈ
・
Ｓ

剣
道
教
室
お
よ
び
講
演
会

と　
き　
12
月
15
日
㈯　
午
後
２
時
～

　
　
　
　
16
日
㈰　
午
前
９
時
30
分
～

対　
象　
男
女
問
わ
ず
自
由

※
詳
し
く
は
菊
池
女
子
高
校
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
菊
池
の
地
か
ら
全
国
、

そ
し
て
世
界
に
活
躍
の
場
を
広
げ
、
剣

道
を
通
し
て
菊
池
の
素
晴
ら
し
さ
を
発

信
し
続
け
ま
す
。
応
援
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
紹
介

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
つ
ぶ
や
き

「
姶
良
市
子
育
て
手
帳
」
の
紹
介

３
年
後
フ
ラ
ン
ス
で
開
催
さ
れ
る
世

界
大
会
で
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
剣
道
部
顧
問
の
緒お

方が
た

有ゆ

希き

監
督
（
練
士
七
段
）
は
、
先

日
の
福
井
国
体
剣
道
競
技
成
年
女
子

の
部
で
準
優
勝
し
、日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
委
員
会
強
化
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
、

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
コ
ー
チ
ン
グ
ス
タ
ッ
フ

で
活
躍
中
で
す
。

　
ま
た
、
全
国
か
ら
素
晴
ら
し
い
剣
士

を
招
き
、
定
期
的
に
稽
古
会
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
一
流
剣
士
の
ス
ピ
ー
ド

や
力
強
さ
、
技
の
巧
み
さ
と
繊
細
さ
を

体
感
し
、
美
し
い
所
作
や
そ
の
心
に
触

れ
る
こ
と
で
、
武
道
の
素
晴
ら
し
さ
を

未
来
へ
と
継
承
し
て
い
く
若
者
を
地
方

か
ら
育
て
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

西郷南洲墓地
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入会希望など詳しくは、
それぞれの句会や歌会
にお尋ねください。

万句の里俳句会
せせらぎ俳句会
旭志文芸教室俳句の会
肥後狂句水笑会

七城短歌会
「里」短歌会／渓流短歌会

菊池短歌会

井芹 ☎090（1342）2151
藤本 ☎0968（38）4087
中尾 ☎0968（37）2578
山隈 ☎0968（38）2051

佐々 ☎0968（24）3761

木原 ☎090（5284）2418
安藤 ☎0968（25）4285

陣
取
り
は
一
番
前
や
運
動
会

流
れ
来
る
水
に
雲
に
と
秋
の
声

小
鳥
き
て
朝
の
空
気
の
入
れ
か
は
る

太
刀
魚
の
波
を
弾
ま
せ
釣
ら
れ
け
り

新
藁
の
香
り
に
む
せ
ぶ
野
道
か
な

万
句
の
里
俳
句
会  

10
月
句
会

開
拓
の
名
残
の
畑
に
栗
拾
ふ

赤
と
ん
ぼ
追
ふ
学
童
の
声
賑
や
か

行
く
秋
や
形
見
と
な
り
し
旅
の
靴

新
米
を
持
ち
來
る
人
も
代
替
わ
り

虫
の
音
も
何
時
し
か
途
絶
え
秋
深
む

藤
本　
邦
治

森　
　
正
子

五
丁　
義
昭

藤
本
ア
ツ
子

寺
本　
和
子

せ
せ
ら
ぎ
俳
句
会  

10
月
例
会

畦
径
の
秋
の
七
草
さ
が
し
来
し

重
陽
や
娘
と
食
べ
る
栗
お
こ
わ

添
う
夫
に
贈
る
カ
ス
テ
ラ
敬
老
日

虫
の
音
に
誘
わ
れ
一
人
白
露
か
な

夏
草
や
何
年
ぶ
り
の
藁
帽
子

芹
川
の
り
子

水
谷　
ミ
ネ

芹
川　
蓉
子

稗
田　
達
恵

中
尾
ヨ
シ
コ

旭
志
文
芸
教
室
俳
句
の
会  

10
月
詠
草

で
き
そ
こ
な
い　
甘
酒
じ
ゃ
無
ァ
酒
に
な
り

後
期
高
齢
者　
前
期
と
分わ

く
る
事
は
無
ァ

さ
あ
大
変　
何
時
の
間
に
や
ら
メ
タ
ボ
腹

秋
の
夜
長　
虫
も
が
ま
だ
し
鳴
き
通
す

さ
あ
大
変　
家
内
の
名
前
う
ち
忘
れ

井
手　
水
光

宮
上　
美
由

柏
原　
乗
仏

御
手
洗
三
代

山
隈　
好
茶

肥
後
狂
句
水
笑
会  

10
月
例
会

岩
木　
敬
治

加
藤　
妙
子

松
永　
久
子

中
路　
郁
子

川
口　
二
子

菊池市生涯学習センターホームページ　http://www.library-kikuchi.jp
菊池市生涯学習センターフェイスブック　https://www.facebook.com/KiCROSS.LL/

中央図書館
泗水図書館
七城図書館
旭志図書館

中央公民館
泗水公民館
七城公民館
旭志公民館

☎ 0968（25）1111
☎ 0968（25）1115
☎ 0968（25）1580
☎ 0968（25）3332

☎ 0968（25）1672
☎ 0968（25）2028
☎ 0968（25）1580
☎ 0968（25）3332

月曜日
生涯学習講座

申し込み受付中
休 館 日

テーマ「クリスマス」

光
村
教
育
図
書

1

Ｂ
Ｌ
出
版

2

講
談
社

3

西
東
社

4

ロジャー・デュボアザン／作
今
いま

江
え

祥
よし

智
とも

、遠
えん

藤
どう

育
いく

枝
え

／訳

2 クリスマスには
　おひげがいっぱい!?

　クリスマスの日は町中が偽
サンタだらけ ! 自分の偽物が
許せない本物のサンタは、偽
物のひげを奪うことに…。

小
こ

島
じま

喜
き

和
わ

／著

4 はじめてでもおいしく作れる!
　ケーキとクッキー

　クリスマスに手づくりのケー
キやクッキーを作りませんか?

新
あら

井
い

洋
ひろ

行
ゆき

／著
3 ツリーさん

　ツリーさんにぞくぞくとオー
ナメントが集まります。でも何
か足りないような…?

チャールズ・ディケンズ／原作
ブレット・ヘルキスト／絵
三
さん

辺
べ

律
りつ

子
こ

／訳

1 クリスマス・キャロル

　クリスマスイブの夜、孤独
な老人スクルージの元に過去・
現在・未来の3人の幽霊が現れ
て…。読み継がれる名作です。

図 書 館

KiCROSS開館１周年記念

　中央図書館に入ってすぐ右手に、書籍消毒機「COCOCHI」
があります。「①本を入れる ②スイッチを押す ③1分待つ」の３
ステップでお手軽に書籍の消毒が出来る機械です。インフルエ
ンザが心配なこの時期、ぜひご活用ください。

　キクロス開館1周年を記念して、11月３・4日の2日間イベント
を開催しました。今回は運営スタッフとして一般ボランティアを
募集し、前日の作品展示や会場設営、当日の講座受付などを手
伝ってもらい、イベントを一緒に盛り上げることができました。
　今後もイベントや生涯学習講座などでボランティアを随時募
集していきますので、ご協力よろしくお願いします。

書籍消毒機「COCOCHI」

キクロス1周年記念イベントを開催しました!

　図書館では、さまざまなおはなし会を定期的に行って
います。司書のほか、ボランティアによるおはなし会も。
手遊びや折り紙などの簡単な工作も組み込んで、楽しん
でもらえるような工夫をしています。
　9月からは「赤ちゃんおはなし会」が仲間入り。乳幼児

（３、４カ月～2歳未満）とその保護者、妊娠中の人が対
象です。手遊びや読み聞かせ、保健師さんによる子育て
相談や育児に役立つ話などを30分程度行います。
　各おはなし会の日程は広報きくちの裏表紙のカレン
ダーや図書館ホームページなどでご確認ください。

●キクロスシネマ倶楽部『深夜食堂』
　12月9日㈰ 午後１時30分～
● Christmas in 図書館　
　12月23日㈰ 午後２時～
　菊池市少年少女合唱団による歌やおはなし会、ワーク
ショップなど、子ども向けのイベントが盛りだくさん！　

中 央

各イベントの詳細はHPやフェイスブック
でもお知らせしています。

意
の
ま
ま
に
槙
の
枝
葉
を
鋏
み
揃
ゆ
苛
め
に
あ
ら
ざ
り
人
賞
で
も
す
る

や
が
て
刈
る
黄
金
色
な
す
稔
り
田
は
記
録
に
残
る
酷
暑
に
耐
え
き
し

猛
暑
日
は
散
歩
も
休
み
籠
り
い
る
部
屋
な
る
ク
ー
ラ
ー
テ
レ
ビ
を
友
と
し

友
の
死
を
防
災
無
線
が
報
ず
な
り
日
頃
忘
れ
し
生
の
必
然

歩
み
い
る
我
取
り
囲
む
秋
ア
カ
ネ
舗
道
に
薄
き
影
を
写
し
ぬ

佐
　々
重
弘

嶋
田　
晴
美

緒
方　
寛
子

緒
方　
正
俊

高
木　
　
精

七
城
短
歌
会  

10
月
詠
草

陽
の
強
き
道
辺
の
家
に
干
さ
れ
ゐ
る
笊
に
広
が
る
銀
杏
白
し

棚
田
に
は
先
人
達
の
知
恵
と
汗
垂
れ
る
稲
穂
に
燃
ゆ
る
彼
岸
花

黄
金
な
る
も
み
ど
り
秘
め
つ
つ
刈
り
入
れ
の
今
を
待
ち
い
て
戦
ぐ
菊
池
野

青
空
に
鞍
岳
そ
び
え
夫
と
吾
コ
ス
モ
ス
揺
れ
て
と
も
に
揺
れ
つ
つ

あ
の
頃
は
嫌
い
し
カ
ン
ナ
、
ケ
イ
ト
ウ
の
赤
に
顕
ち
く
る
つ
ま
し
き
昭
和

山
城　
雅
子

林　
　
淑
子

宮
本　
淑
子

江
頭　
桂
子

前
原　
ゆ
み

「
里
」短
歌
会  

10
月
詠
草

雨
上
が
り
髙
き
青
空
眺
む
れ
ば
綿
雲
の
ご
と
浮
か
ぶ
半
月

久
々
に
大
雨
降
り
て
満
水
の
竜
門
ダ
ム
に
日
常
保
つ

鱗
雲
畔
に
は
赤
い
彼
岸
花
野
の
芸
術
祭
か
夕
焼
け
屏
風

秋
風
に
急
か
れ
て
立
ち
し
裏
畑
に
大
根
、
青
菜
の
種
を
蒔
き
ゆ
く

形
見
な
る
友
が
手
植
ゑ
の
小
菊
か
も
庭
の
か
た
え
に
今
年
も
咲
き
ぬ

岩
根　
博
恵

田
中　
遙
子

堤　
よ
し
み

山
城　
雅
子

山
田　
弘
子

渓
流
短
歌
会  

11
月
詠
草

ほ
う
き
も
て
払
お
う
と
せ
し
蜘
蛛
の
囲い

に
く
も
は
破
れ
を
つ
く
ろ
い
て
を
り

動
き
遅
き
友
を
な
ぐ
る
師
思
ひ
出
す
老
人
ホ
ー
ム
あ
る
秋
の
午
後

志
賀
直
哉
島
崎
藤
村
再
読
す
二
人
の
運さ

だ
め命
に
悩な

づ
きは
う
ず
く

海
近
き
高
き
架
橋
に
佇た

た
ずめ
り
永と

遠わ

の
父
性
を
恋こ

ほ
し
む
夕
べ

安
藤　
則
子

古
閑　
勝
士

中
川　
愛
子

怒
留
湯
健
蓉

菊
池
短
歌
会  

11
月
詠
草
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勧
誘
電
話
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　
「
電
話
代
が
安
く
な
り
ま
す
」、「
今

お
使
い
の
固
定
電
話
の
番
号
が
使
え
な

く
な
り
ま
す
」
と
電
話
し
て
き
て
、
実

際
は
光
回
線
サ
ー
ビ
ス
で
セ
ッ
ト
契
約

し
て
い
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
信
事
業

者
の
契
約
変
更
だ
っ
た
と
い
う
ケ
ー
ス

が
あ
り
ま
し
た
。
悪
質
な
業
者
は
値
段

が
安
く
な
る
と
い
っ
て
興
味
を
引
き
、

実
際
に
は
光
回
線
契
約
を
別
の
事
業
者

へ
変
更
さ
せ
た
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

業
者
を
変
更
さ
せ
た
り
し
ま
す
。

　
電
話
口
で
複
雑
な
内
容
を
一
方
的
に

説
明
さ
れ
て
も
、
十
分
に
理
解
で
き
な

い
も
の
で
す
。
勧
誘
を
受
け
た
場
合
に

は
、
興
味
が
あ
れ
ば
書
類
を
送
っ
て
も

ら
い
検
討
す
る
か
、
家
族
と
相
談
す
る

な
ど
と
言
っ
て
、
そ
の
場
で
契
約
の
返

事
を
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
内

容
が
分
か
ら
な
い
場
合
は
一
旦
保
留
し

て
、
詳
し
い
人
か
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

不
要
と
思
っ
た
ら
話
を
長
引
か
せ

ず
断
り
ま
し
ょ
う

　
電
話
勧
誘
や
訪
問
販
売
の
業
者
は
、

言
葉
巧
み
に
誘
い
、
話
を
終
わ
ら
せ
ず
、

契
約
す
る
ま
で
電
話
を
引
き
延
ば
し
た

問
い
合
わ
せ
先　
菊
池
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー　
☎
０
９
６
８（
36
）９
４
５
０

㈪
～
㈮
午
前
10
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
午
後
４
時　
福
祉
課

り
、
帰
ら
な
か
っ
た
り
す
る
ケ
ー
ス
が

あ
り
ま
す
。
法
律
で
は
、「
事
業
者
は

一
度
断
わ
ら
れ
た
ら
再
勧
誘
は
禁
止
」、

「
帰
っ
て
く
れ
と
言
わ
れ
た
ら
退
去
す

る
」
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
不

要
と
思
っ
た
ら
話
を
長
引
か
せ
ず
早
め

に
断
る
こ
と
が
肝
要
で
す
。

　
心
配
な
場
合
に
は
、
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

出
前
講
座
や
相
談
を
受
け
付
け
て

い
ま
す

　
消
費
者
被
害
防
止
の
た
め
の
出
前
講

座
を
承
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、

専
門
の
相
談
員
が
常
駐
し
て
い
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
す
。
電
話
相
談
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
は
い
！
こ
ち
ら
菊
池
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
す
！
」�

　
お
気
軽
に

お
電
話
く
だ
さ
い

嶋
屋
日
記
の
芝
居

問
い
合
わ
せ
先

  

中
央
図
書
館

  

☎
０
９
６
８（
25
）１
１
１
１

6

　

嶋
屋
日
記
の
中
に
は
、「
浄
瑠
璃
」

「
操

あ
や
つ
り芝

居
」「
相
撲
芝
居
」
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
形
で
芝
居
が
登
場
し
ま
す
。
京

都
・
大
坂
な
ど
の
遠
方
か
ら
竹た

か

迫ば

な
ど

の
近
隣
ま
で
、
日
本
各
地
か
ら
演
者
が

訪
れ
芸
を
披
露
す
る
様
子
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

　

嶋
屋
日
記
の
三
冊
目
、
天
明
元

（
１
７
８
１
）
年
５
月
５
日
の
項
に
は
、

京
都
の
浄
瑠
璃
語
り
藤と

う

兵べ

衛え

が
宗そ

う

伝で
ん

次じ

（「
嶋
屋
日
記
」
筆
者
の
一
人
）
の
元
へ

訪
れ
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
実

際
の
心
中
事
件
を
基
に
作
ら
れ
た
浄
瑠

璃
「
梅う

め

川が
わ

忠ち
ゅ
う

兵べ

衛え

」
を
は
じ
め
、
複
数

の
演
目
を
奏
し
、
聞
く
人
は
「
貴
賎
群

集
」
身
分
に
関
わ
ら
ず
、
と
て
も
繁
盛

し
た
そ
う
で
す
。
興
味
深
い
こ
と
に
こ

の
浄
瑠
璃
語
り
の
藤
兵
衛
、
本
業
は
京

都
の
縫
物
屋
で
あ
っ
た
と
か
。「
縫
も

の
極
々
の
上
手
也
」
と
書
き
残
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
同
じ
く
天
明
元
年
の
７
月
に
は
西
覚

寺
で
「
ア
ヤ
ツ
リ
」（
人
形
浄
瑠
璃
）

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
松
囃
子
の
翌
日
と

い
う
日
程
の
影
響
も
あ
っ
た
の
か
「
見

物
二
千
五
百
余
有
之
（
あ
ま
り
こ
れ
あ

り
）」
と
あ
り
、
か
な
り
の
人
出
だ
っ

た
よ
う
で
す
。
こ
の
よ
う
に
寺
社
で
行

わ
れ
る
芝
居
は
勧か

ん

請じ
ん

興こ
う

行ぎ
ょ
う

の
一
環
と
考

え
ら
れ
、
そ
の
多
く
が
寺
社
の
敷
地
内

で
演
じ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
西
覚
寺
の

他
に
も
東
福
寺
、
玉
祥
寺
、
正
観
寺
や

山
鹿
の
円え

ん

頓と
ん

寺じ

な
ど
で
も
定
期
的
に
開

催
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
日
記
の
記
述
か

ら
う
か
が
え
ま
す
。

　
他
に
も
、
天
明
五
（
１
７
８
５
）
年

に
は
大
坂
か
ら
来
た
浄
瑠
璃
語
り
貞さ

だ

就な
り

と
い
う
人
物
が
登
場
し
ま
す
。「
引ひ

き

語が
た
り

・
三
味
せ
ん
無
類
之
上
手
」
で
、
そ

の
腕
前
は
「
聞
人
耳
を
お
と
ろ
か
す
」

ほ
ど
だ
っ
た
た
め
、
演
奏
の
後
に
宗そ

う

文ぶ
ん

五ご

郎ろ
う

方
へ
滞
在
し
て
も
ら
い
、
浄
瑠
璃

と
三
味
線
を
教
わ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
芝
居
が
日
常
の
中
に

組
み
込
ま
れ
て
い
た
様
子
が
嶋
屋
日
記

の
中
で
は
た
く
さ
ん
描
か
れ
て
い
ま

す
。
こ
こ
に
挙
げ
た
も
の
以
外
に
も
芝

居
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
載
っ
て

い
ま
す
。
菊
池
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ

(https://da.library-kikuchi.jp/)

で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「嶋屋日記」の芝居の記述

← 菊池デジタルアー
カイブQRコード

開館時間　午前９時～午後５時
休館日　月曜日（祝日の場合は翌日）
※12月29日㈯～平成31年1月4日㈮は休館。

問い合わせ先　わいふ一番館　☎0968（24）6630

【ギャラリー】
「三

み

代
しろ

裕
ゆう

輝
き

写真展・ディズニーに寄せて」　菊池カメラ部
期　間：12月11日㈫～平成31年1月27日㈰
　ディズニーパーク内の風景写真を約20点展示します。
菊池カメラ部主催としては初の写真展です。皆さまのお越
しをお待ちしています。

【まちかど資料館】
企画展「土地改良の父 冨

とみ

田
た

甚
じん

平
ぺい

」
　冨田式暗

あん

渠
きょ

排水技術の実物の土管
や遺品、紹介パネルなどを展示してい
ます。
期　間：～平成31年２月３日㈰　
料　間：大人２００円、小中学生１００円

　

フ
ッ
ト
パ
ス
、
オ
ル
レ
な
ど
、
歩

く
こ
と
の
楽
し
み
方
は
さ
ま
ざ
ま
。

そ
れ
ら
を
県
全
体
で
連
携
さ
せ
、
新

し
い
仕
組
み
を
作
る
取
り
組
み
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
「
Ｗわ

う
ａ
Ｗ

く
ま
も
と
構
想
」
で
す
。

　
「W

alkers are W
elcom

e

（
略

し
て
Ｗ
ａ
Ｗ
）」
と
は
、「
歩
く
人

を
歓
迎
す
る
」
と
い
う
意
味
。
イ
ギ

リ
ス
発
祥
で
、
地
域
同
士
が
連
携
し
、

歩
く
人
が
訪
れ
滞
在
す
る
こ
と
に
よ

り
、
地
域
の
活
性
化
を
促
し
て
い
こ

う
と
い
う
運
動
で
す
。

　

熊
本
で
は
県
内
各
所
の
歩
く
活
動

を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
し
、
全
国
に
先

駆
け
県
全
体
で
歩
く
文
化
を
創
造
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
来
年
度
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
団
体
設
立
に
向
け
て
動
き

出
し
て
い
ま
す
。
き
く
ち
フ
ッ
ト
パ

ス
協
議
会
も
、
Ｗ
ａ
Ｗ
く
ま
も
と
構

想
に
賛
同
し
、
協
力
し
て
い
ま
す
。

　

あ
り
の
ま
ま
の
自
然
や
街
並
み
を

生
か
し
な
が
ら
「
歩
く
お
も
て
な
し
」

を
育
ん
で
い
き
た
い

も
の
で
す
。
そ
れ
が
、

地
域
の
誇
り
を
持
つ

こ
と
に
つ
な
が
る
と

思
い
ま
す
。 問

い
合
わ
せ
先

　
き
く
ち
ふ
る
さ
と
水
源
交
流
館

　
☎
０
９
６
８（
27
）０
１
０
２

ふ
る
さ
と
緑
の
便
り

菊
池
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム

歩
く
人
を
歓
迎
す
る
ま
ち
づ
く
りフットパスの様子

⑧

問い合わせ先　市長公室　☎0968（25）7252

 冨田甚平

人
権
・
同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ       

問
い
合
わ
せ
先　
人
権
啓
発
課

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
０
９

159

「
ひ
い
じ
い
ち
ゃ
ん
、
初
め
ま
し
て
、

あ
さ
み
だ
よ
」

　

今
か
ら
10
年
前
、
中
学
校
の
修
学

旅
行
で
沖
縄
県
糸い

と

満ま
ん

市
の
平
和
祈
念

公
園
に
あ
る
「
平
和
の
礎い

し
じ

」
を
訪

れ
た
際
の
出
来
事
で
あ
る
。
海
を

見
渡
す
丘
の
上
に
、
敵
味
方
関
係

な
く
、
戦
争
で
犠
牲
と
な
ら
れ
た

24
万
１
５
２
５
人
の
名
前
が
刻
ま

れ
た
石
碑
が
、
波
の
よ
う
に
弧
を
描

い
て
建
ち
並
ん
で
い
る
。
旅
行
の
前

夜
、
彼
女
は
家
族
か
ら
曾
祖
父
の
こ

と
を
聞
き
、
大
切
な
目
的
を
持
っ
て

こ
の
旅
行
に
参
加
し
て
い
た
。
初
め

て
訪
れ
る
沖
縄
の
地
。
限
ら
れ
た
時

間
の
中
、
必
死
で
曽
祖
父
の
名
前
を

捜
し
た
。
生
ま
れ
育
っ
た
県
を
見
つ

け
、
一
人
ひ
と
り
の
名
前
を
指
で
追
っ

て
い
く
。
そ
し
て
「
あ
っ
た
、
こ
れ

ひ
い
じ
い
ち
ゃ
ん
の
名
前
だ
。
や
っ

と
会
え
た
」。
何
度
も
曾
祖
父
の
名
前

を
優
し
く
さ
す
り
、
自
分
に
つ
な
が

る
人
の
温
も
り
を
確
認
し
て
い
た
。

　

彼
女
の
曾
祖
父
は
、
戦
争
の
激
化

す
る
中
、
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
子
や

家
族
と
別
れ
て
出
征
し
、
沖
縄
の
地

で
帰
ら
ぬ
人
と
な
っ
た
。
父
親
の
顔

も
匂
い
も
知
ら
な
い
幼
い
息
子
が
成

長
し
、
父
と
な
り
、
子
ど
も
た
ち
を

育
て
、
そ
の
思
い
は
孫
へ
と
引
き
継

が
れ
た
。

　

こ
の
「
平
和
の
礎
」
に
刻
ま
れ
た

名
前
の
一
人
一
人
に
同
じ
よ
う
な
家

族
が
い
て
、
同
じ
よ
う
な
思
い
が
あ
っ

た
こ
と
だ
ろ
う
。

　

こ
の
地
で
今
年
の
6
月
23
日
「
沖

縄
全
戦
没
者
追
悼
式
」
が
行
わ
れ

た
。
こ
の
式
典
で
の
中
学
生
の
「
平

和
の
詩
」
の
朗
読
に
胸
が
熱
く
な
っ

た
。
浦
添
市
立
港
川
中
学
校
3
年
生

の
相さ

が
ら良

倫り
ん

子こ

さ
ん
の
堂
々
と
し
た
態

度
。
は
っ
き
り
し
た
言
葉
。
一
度
も

原
稿
に
目
を
落
と
す
こ
と
な
く
前
を

見
据
え
て
語
る
力
強
さ
。
戦
争
を
生

き
抜
い
た
曾
祖
母
の
体
験
談
を
、
子

ど
も
の
頃
か
ら
聞
い
て
育
っ
た
彼
女

の
思
い
が
、
言
葉
と
な
っ
て
発
信
さ

れ
た
。
ま
さ
に
犠
牲
と
な
ら
れ
た
方
々

の
代
弁
者
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

　
「
私
は
生
き
て
い
る
。
私
は
今
生

き
て
い
る
」
と
い
う
言
葉
を
何
度
も

繰
り
返
し
、
敗
戦
か
ら
73
年
後
の
今

を
ど
う
生
き
て
い
る
か
を
問
い
か
け

る
。「
私
は
何
と
美
し
い
島
に
生
ま
れ

育
っ
た
の
だ
ろ
う
」
と
、
沖
縄
の
青

い
海
、
豊
か
な
自
然
、
そ
し
て
平
和

な
島
で
あ
っ
た
こ
と
を
謳
い
あ
げ
る
。

し
か
し
、「
73
年
前
、
私
の
愛
す
る
島

が
、
死
の
島
と
化
し
た
あ
の
日
」「
み

受
け
継
が
れ
る
命

菊
池
市
地
域
人
権
教
育
指
導
員  

宮み
や

川が
わ

伊い

十じ
ゅ
う

ん
な
生
き
て
い
た
の
だ
。
私
と
何
も

変
わ
ら
な
い
、
懸
命
に
生
き
る
命
だ
っ

た
の
だ
」「
家
族
が
い
て
、
仲
間
が
い

て
、
恋
人
が
い
た
」
と
、
平
和
な
日
々

を
突
然
壊
さ
れ
た
恐
ろ
し
さ
、
悔
し

さ
、
無
念
さ
を
代
弁
す
る
。

　
「
心
か
ら
誓
う
。
私
が
生
き
て
い
る

限
り
、
こ
ん
な
に
も
た
く
さ
ん
の
命

を
犠
牲
に
し
た
戦
争
を
、
絶
対
に
許

さ
な
い
こ
と
を
。
も
う
二
度
と
過
去

を
未
来
に
し
な
い
こ
と
を
」
と
一
人

の
人
間
と
し
て
の
自
分
の
決
意
を
述

べ
る
。「
こ
の
青
に
囲
ま
れ
た
美
し

い
故
郷
か
ら
、
真
の
平
和
を
発
信
し

よ
う
。
一
人
一
人
が
立
ち
上
が
っ
て
、

み
ん
な
で
未
来
を
歩
ん
で
い
こ
う
」

と
呼
び
か
け
、「
私
は
今
を
、
生
き
て

い
く
」
と
、
さ
わ
や
か
な
風
を
残
し
、

降
壇
し
た
。

　

沖
縄
で
今
起
き
て
い
る
数
々
の
不

条
理
の
根
源
が
ど
こ
に
あ
る
か
、
15

歳
の
目
が
見
事
に
看
破
し
、
こ
れ
か

ら
ど
う
進
む
べ
き
か
に
も
言
及
し
て

い
る
。

　

最
大
の
人
権
侵
害
で
あ
る
戦
争
。

そ
の
引
き
金
を
引
く
の
は
人
で
あ
る
。

暴
力
や
戦
力
で
は
何
事
も
解
決
し
な

い
こ
と
を
今
一
度
考
え
な
い
と
、
受

け
継
が
れ
る
命
の
バ
ト
ン
が
途
絶
え

て
し
ま
う
。

問い合わせ先　市長公室　☎0968（25）7252

幻想的な「月の神楽」と賑やかな「かりこぼーずの川まつり」
　９月22、23日の２日間、市民交流団４人が西米良村を訪
問しました。
　今回の訪問のメインは、幻想的な月明かりの下で開催さ
れる「月の神楽」。祖先への敬意や自然の恵みへの感謝、明
日からの皆の幸せを祈って厳かに奉納される神楽から、地
域の結びつきが強い西米良の文化と伝統を感じました。
　翌日の「かりこぼーずの川まつり」では、ステージイベン
トや地域の特産品を使ったグルメなど住民手作りのあたた
かな祭りを楽しみ、村民総参加でのまちづくりの取り組み
やおもてなしを学びました。

　団員の井
い

野
の

信
のぶ

子
こ

さん（雪野）は
「西米良の方々は自分たちの住
むふるさとを大切にし、誇りを持っ
ている。一人一人のパワーを結集
してさまざまな行事や祭りを作り、
支えていると感じた」と感想を述
べました。月の神楽
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菊池市ホームページ
https://www.city.kikuchi.lg.jp/

菊池市の市外局番　0968
菊池市役所の住所　〒861-1392 菊池市隈府 888 番地

費用を記載していないものは基本的に無料です
記号の説明　問…問い合わせ先　●申…申込先　☎…電話番号
Ⓕ…ファクス番号　Ⓜ…メールアドレス　Ⓗ…ホームページ

問い合わせ先に各課の直
通番号を記載しています。
各支所の問い合わせはこ
ちらです。
・七城支所  ☎（25）1000
・旭志支所  ☎（25）3330
・泗水支所  ☎（25）2001

・七城支所  ☎（25）1000
・旭志支所  ☎（25）3330
・泗水支所  ☎（25）2001

介護予防ミニ講座
～ 活動力アップでイキイキ元気に! ～

　身体を動かす量のことを身体活動量と言います。こ
れには運動することだけでなく、日常の家事や買い物
などで動く歩行も含まれます。

老化は足から
　家の外と中で動いた歩数が、1日の身体活動量の
目安になります。身体活動量を増やし、筋力低下や
心肺機能低下などを予防して元気に過ごしましょう。

６４～７４歳
1日7000歩（うち早歩き20分）

1日に外出で4000歩 家の中で3000歩

７５歳以上
1日5000歩

1日に外出で3000歩 家の中で2000歩

積極的に外出し、家の中でもこまめに動こう!
● 家の中では…　自分のことは、できるだけ自分で動いて行

うようにしましょう!
● 家の外では…　外出する機会が多い人は、歩行機能が保た

れていると言われています。外出する習慣を持ちましょう!

歩行目標値は?

問高齢支援課地域包括支援係　☎（25）7216

お
知
ら
せ

保
育
士
を
目
指
す
人
、
働
き
た

い
人
へ
の
貸
付
制
度
紹
介

保
育
士
を
目
指
す
学
生
へ
の
一
部
貸
付　

▼
学
費
や
生
活
費
な
ど
（
月
額
５
万
円
以

内
。
２
年
間
）

※
卒
業
後
、
県
内
の
保
育
所
な
ど
で
５
年

間
継
続
勤
務
し
た
場
合
は
返
済
免
除

保
育
料
の
一
部
貸
付　
▼
子
の
保
育
料
の

半
額
（
月
額
上
限
２
万
７
千
円
）

保
育
士
就
職
準
備
金
貸
付　
▼
転
居
費
用

な
ど
の
就
職
準
備
金
（
上
限
40
万
円
）

※
ど
ち
ら
も
2
年
間
継
続
勤
務
し
た
場
合

は
返
済
免
除
。

問
県
福
祉
人
材
・
研
修
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
６（
３
２
２
）８
０
７
７

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
は
、
民
生
委

員
法
に
基
づ
い
て
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委

嘱
さ
れ
た
非
常
勤
の
地
方
公
務
員
で
す
。

　
担
当
地
区
の
中
で
福
祉
に
関
す
る
相
談

や
、
行
政
機
関
と
地
域
の
パ
イ
プ
役
と
し

て
活
動
し
て
い
ま
す
。
困
り
事
や
悩
み
事

が
あ
れ
ば
、
地
域
の
民
生
委
員
・
児
童
委

員
ま
で
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

七
城
地
区
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会

（
敬
称
略
）

▼
新
古
閑
・
清
水
・
宮
園　

　
瀬せ

田た

義よ
し

忠た
だ　
☎（
24
）３
６
０
２

問
福
祉
課　
☎（
25
）７
２
１
３

新
し
い
民
生
委
員・
児
童
委
員

を
紹
介
し
ま
す

　
九
州
産
廃
㈱
と
締
結
し
て
い
る
「
環
境

保
全
協
定
書
」
に
よ
り
、
毎
年
、
九
州
産

廃
㈱
の
溶
融
キ
ル
ン
式
焼
却
炉
の
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
類
検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成

30
年
度
の
検
査
結
果
は
次
の
と
お
り
で

す
。
基
準
値
を
下
回
っ
て
お
り
、
問
題
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

九
州
産
廃
㈱

排
ガ
ス
等
検
査
結
果

ダイオキシン類
濃度 市

0.00043ng-TEQ/㎥
検査日：

平成30年８月１０日

環境保全協定
における基準値 0.1ng-TEQ/㎥

国基準値 5ng-TEQ/㎥

※ng＝ナノグラム（10億分の１グラム）
※ TEQ＝毒性当量：12％酸素濃度による補正後

の値に毒性等価係数を乗じて合計した値

問
環
境
課　
☎（
25
）
７
２
１
７

テ
レ
ビ
の
電
波
障
害

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
携
帯
電
話
な
ど
の

新
し
い
電
波
は
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に

近
い
周
波
数
を
利
用
す
る
た
め
、
旧
型
の

テ
レ
ビ
ア
ン
テ
ナ
設
備
に
影
響
が
出
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
平
成
30
年
１
月
25
日
以

降
に
テ
レ
ビ
映
像
な
ど
に
障
害
が
出
た
場

合
は
、
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
新
し
い
電
波
に
よ
り
影
響
が
あ
る
場
合

は
、
一
般
社
団
法
人
７
０
０M

H
z

利
用

推
進
協
会
が
無
償
で
対
策
作
業
を
行
い
ま

す
。
障
害
が
出
る
可
能
性
が
あ
る
地
域
に

は
、
事
前
に
同
協
会
が
戸
別
訪
問
ま
た
は

チ
ラ
シ
の
配
布
を
行
い
ま
す
。

問
７
０
０M

H
z

テ
レ
ビ
受
信
障
害
対
策

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
１
２
０（
７
０
０
）０
１
２

　
☎
０
５
０（
３
７
８
６
）０
７
０
０

林
業
退
職
金
共
済
制
度

（
林
退
共
）を
ご
存
知
で
す
か

　
林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。林
退
共
に
加
入
し
て
い
た
が
、

退
職
金
を
ま
だ
受
け
取
っ
て
い
な
い
人
を

探
し
て
い
ま
す
。
林
業
の
仕
事
を
し
て
い

た
が
、
林
退
共
に
加
入
し
て
い
た
か
分
か

ら
な
い
人
は
お
調
べ
し
ま
す
。
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金
共
済
機

構
林
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

　
☎
03（
６
７
３
１
）２
８
８
７

水
道
管
凍
結
・
破
裂
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

　

気
温
が
マ
イ
ナ
ス
４
度
以
下
に
な
る

と
、
水
道
管
の
凍
結
や
破
裂
が
多
く
発
生

し
ま
す
。
特
に
凍
結
な
ど
が
多
い
の
は
、

む
き
出
し
の
水
道
管
や
陽
が
当
た
ら
な
い

場
所
の
水
道
管
、
屋
外
に
あ
る
蛇
口
や
給

湯
器
な
ど
で
す
。
修
理
に
は
多
額
の
費
用

が
か
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
各
家

庭
で
凍
結
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

水
道
管
の
凍
結
を
防
ぐ
に
は　
水
道
管
や

蛇
口
の
部
分
に
保
温
材
を
取
り
付
け
て
く

だ
さ
い
。
簡
単
に
取
り
付
け
ら
れ
る
市
販

品
も
あ
り
ま
す
が
、
身
近
な
も
の
と
し
て

は
、
布
、
ナ
イ
ロ
ン
、
フ
ェ
ル
ト
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
水
道
管
に
巻
き
つ

け
て
上
か
ら
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
を
巻
い
て
保

温
し
て
く
だ
さ
い
。

水
道
管
が
凍
結
し
た
と
き
は　
水
が
出
な

い
ま
ま
の
状
態
で
留
守
に
す
る
と
き
は
、

1２月の「税」の納期限
1２月２５日㈫

問税務課市民税係　　　　　☎（25）7206
健康推進課国民健康保険係　☎（25）7218

●市県民税第４期
●国民健康保険税第６期

口座振替を利用している人は、
1２月25日㈫に振替を行います
ので、残高の確認をお願いします。

平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害

義
援
金
の
お
礼
と
公
表

　
平
成
30
年
8
月
１
日
か
ら
９
月
21
日
ま

で
実
施
し
た
義
援
金
（
募
金
）
募
集
へ
の

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
義

調
理
師
業
務
従
事
者
届
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い

対　
象　
平
成
30
年
12
月
31
日
現
在
、
調

理
師
免
許
を
持
ち
、
県
内
で
調
理
業
務
を

行
っ
て
い
る
人

配
布
場
所　
菊
池
保
健
所
ほ
か

提
出
期
限　
平
成
31
年
１
月
15
日
㈫

提
出
先　
勤
務
地
を
所
管
す
る
保
健
所

問
菊
池
保
健
所
保
健
予
防
課　

　
☎（
25
）４
１
３
８

家
畜
排
せ
つ
物
は

適
正
に
管
理
し
て
く
だ
さ
い

　
畜
産
業
に
お
い
て
は
、
家
畜
排
せ
つ
物

を
適
正
に
管
理
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

法
律
に
基
づ
き
、
次
の
事
項
を
遵
守
し
て

く
だ
さ
い
。

遵
守
事
項　
▼
た
い
肥
処
理
施
設
な
ど
の

床
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
で

整
備
し
、
周
り
を
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
で
覆
っ

た
り
、
壁
を
設
け
る
▼
た
い
肥
化
処
理
施

設
な
ど
の
定
期
的
な
点
検
・
補
修
・
維
持

管
理
を
行
う
▼
家
畜
排
せ
つ
物
の
発
生
量

や
処
理
の
記
録
を
つ
け
る

　

畜
産
環
境
へ
の
苦
情
の
半
数
以
上
は
、

悪
臭
発
生
に
よ
る
も
の
で
す
。

・
畜
舎
か
ら
の
ふ
ん
尿
の
早
期
搬
出

・
畜
舎
内
外
の
清
掃

・
適
正
な
た
い
肥
化
・
浄
化
処
理

・
ほ
場
で
の
散
布
後
の
速
や
か
な
耕
転

宅
内
の
蛇
口
が
閉
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。
留
守
中
に
解
け
た
水

が
噴
出
し
、
宅
内
が
浸
水
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

水
道
管
が
破
裂
し
た
と
き
は　
メ
ー
タ
ー

ボ
ッ
ク
ス
内
か
そ
の
付
近
に
あ
る
止
水
栓

を
閉
め
、
菊
池
市
指
定
給
水
装
置
工
事
事

業
者
へ
修
理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

水
道
管
凍
結
に
よ
る
減
免　
給
水
管
な
ど

の
凍
結
に
よ
る
漏
水
に
は
、
水
道
料
金
を

一
部
減
免
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
水
道
局
お
客
様
セ
ン
タ
ー　

　
☎（
25
）１
８
１
１

な
ど
の
対
策
を
と
り
、
悪
臭
が
発
生
し
な

い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
地
域
に
理
解

さ
れ
る
畜
産
経
営
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

問
農
政
課
畜
産
係　
☎（
25
）７
２
２
１

援
金
は
、
日
本
赤
十
字
社
を
通
じ
て
被
災

地
に
届
け
ま
す
。

義
援
金
総
額　
５
７
，
０
２
６
円

問
総
務
課　
☎（
25
）７
１
１
１

募
集放

送
大
学
４
月
生
募
集

　

平
成
31
年
度
第
１
学
期
（
４
月
入
学
）

の
学
生
を
募
集
中
で
す
。

　
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
な
ど
の
放
送
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
学
ぶ
通
信
制
の

大
学
で
す
。
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴

史
・
文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い
分

野
を
学
べ
ま
す
。

出
願
期
限　

▼
第
１
回　
平
成
31
年
２
月
28
日
㈭

▼
第
２
回　
平
成
31
年
３
月
20
日
㈬

問
●申
放
送
大
学
熊
本
学
習
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
６（
３
４
１
）０
８
６
０

　

菊
池
地
域
動
物
愛
護
推
進
協
議
会
で

は
、
主
に
外
で
生
活
し
て
い
る
猫
の
避
妊

去
勢
手
術
費
用
を
一
部
負
担
し
ま
す
。

対　
象　
月
齢
６
カ
月
以
上
の
猫

猫
の
避
妊
去
勢
手
術
費
用
を

一部
負
担
し
ま
す

募
集
件
数　
10
件
程
度
（
１
世
帯
１
頭
）

負
担
金
額　
１
件
に
つ
き
３
千
円

※
避
妊
去
勢
手
術
費
以
外
の
費
用
（
ワ
ク

チ
ン
、
ノ
ミ
除
去
、
血
液
検
査
な
ど
）
は

対
象
外
で
す
。

申
込
期
間　
～
12
月
28
日
㈮

手
術
実
施
期
間　
平
成
31
年
1
月
10
日
㈭

～
３
月
10
日
㈰

持
参
物　
猫
の
写
真
、
印
か
ん

申
込
方
法　
環
境
課
で
直
接
申
込

※
申
込
期
間
終
了
後
、
協
議
会
に
て
審
査

し
対
象
を
決
定
し
ま
す
。
申
込
多
数
の
場

合
は
抽
選
に
な
り
ま
す
。
対
象
決
定
後
、

環
境
課
か
ら
審
査
・
抽
選
結
果
を
連
絡
し

そ
の
後
の
手
続
き
を
案
内
し
ま
す
。

問
●申
環
境
課　
☎（
25
）７
２
１
７
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相
談一人

で
悩
ま
な
い
で

男
女
共
同
参
画
専
門
委
員
相
談

　
夫
や
妻
、
恋
人
な
ど
身
近
な
人
か
ら
の

暴
力
や
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
、
職
場
で
の
パ

ワ
ハ
ラ
、
そ
の
他
性
別
に
よ
る
不
当
な
差

別
や
嫌
が
ら
せ
な
ど
の
悩
み
に
対
す
る
相

談
（
今
月
は
弁
護
士
）
を
受
け
ま
す
。
要

予
約
。

と　
き　
12
月
21
日
㈮

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

と
こ
ろ　
市
本
庁
舎
2
階
相
談
室
22

問
●申
男
女
共
同
参
画
推
進
課

　
☎（
25
）７
２
１
０

　
専
門
の
医
師
、
職
員
に
よ
る
相
談
会
で

す
。
家
族
か
ら
の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

要
予
約
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

と　
き　
12
月
25
日
㈫

も
の
忘
れ
相
談
会

認
知
症
介
護
家
族
の
つ
ど
い

と　
き　
12
月
20
日
㈭

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

内　
容　
茶
話
会
・
介
護
ミ
ニ
講
座
な
ど

問
高
齢
支
援
課
地
域
包
括
支
援
係

　
☎（
25
）７
２
１
６

　
職
業
訓
練
に
よ
る
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
通

じ
て
早
期
就
職
を
実
現
す
る
た
め
に
、
国

が
支
援
す
る
制
度
で
す
。
※
テ
キ
ス
ト
代

な
ど
は
自
己
負
担
。

　
条
件
を
満
た
す
と
、
雇
用
保
険
な
ど
を

受
け
な
が
ら
受
講
で
き
ま
す
。

科　
目　
機
械
Ｃ
Ａ
Ｄ
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

職
業
訓
練
コ
ー
ス

首
都
圏
へ
進
学
す
る
皆
さ
ん
へ

有
斐
学
舎
入
寮
生
募
集

　

有
斐
学
舎（
埼
玉
県
志
木
市
）で
は
、

平
成
31
年
度
の
寮
生
を
募
集
し
ま
す
。

対　
象　
平
成
31
年
４
月
か
ら
関
東
・
首

都
圏
の
４
年
制
大
学
に
進
学
す
る
熊
本
県

出
身
の
人

所
在
地　
埼
玉
県
志
木
市
柏
町
６
‐
27
‐

14�入
寮
費　
７
万
円
（
入
寮
時
に
納
入
）

寮　
費
（
月
額
）　

▼
２
人
部
屋　
１
万
６
千
円

▼
１
人
部
屋　
２
万
２
千
円

※
電
気
料
金
、
食
費
は
実
費
。

応
募
期
限　

▼
１
回
目　
平
成
31
年
１
月
９
日
㈬

　
泗
水
町
内
一
周
駅
伝
大
会
を
開
催
し
ま

す
。
た
く
さ
ん
の
チ
ー
ム
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

と　
き　
２
月
10
日
㈰
※
雨
天
決
行

と
こ
ろ　
孔
子
公
園
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル

※
旧
泗
水
町
管
内
の
９
区
間

申
込
期
限　
平
成
31
年
１
月
16
日
㈬

参
加
費　
５
千
円
（
小・中
学
校
３
千
円
）

申
込
方
法　
所
定
の
用
紙
に
参
加
費
を
添

え
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
●申
泗
水
公
民
館　
☎（
25
）２
０
２
８

第
45
回
泗
水
町
内
一
周
駅
伝

大
会
参
加
チ
ー
ム
募
集

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
を
温
か
く
見

守
る
応
援
者
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
を

養
成
す
る
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
認
知
症

を
理
解
す
る
き
っ
か
け
と
し
て
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
申
込
不
要
で
す
。

と　
き　
12
月
18
日
㈫　
午
後
２
時
～

と
こ
ろ　
市
本
庁
舎
１
階
１
０
１
会
議
室

問
高
齢
支
援
課
地
域
包
括
支
援
係

　
☎（
25
）７
２
１
６

講
演
・
講
習

　
平
成
30
年
度
第
2
回
菊
池
市
職
員
採
用

試
験
を
実
施
し
ま
す
。

募
集
職
種
・
区
分
・
採
用
予
定
者
数

▼
民
間
企
業
等
経
験
者

　
❶
事
務
職　
　
　
　
　
　
　
１
人
程
度

▼
資
格
免
許
職

　
❷
土
木　
　
　
　
　
　
　
　
１
人
程
度

　
❸
保
健
師　
　
　
　
　
　
　
１
人
程
度

受
験
資
格

❶
昭
和
53
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

　

人
で
、｢

Ｉ
Ｃ
Ｔ
業
務
（
情
報
シ
ス
テ

　
ム
の
開
発
、
管
理
、
運
用
な
ど
）
の
職

　
務｣

ま
た
は｢

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
業
務

　
（
商
品
な
ど
の
企
画
・
掘
り
起
こ
し
・

　
ブ
ラ
ン
ド
化
、
市
場
動
向
を
踏
ま
え
た

　

戦
略
的
な
販
路
開
拓
な
ど
）
の
職
務｣

　
に
関
す
る
経
験
年
数
が
、
平
成
23
年
12

　
月
１
日
か
ら
平
成
30
年
11
月
30
日
ま
で

　
に
通
算
５
年
以
上
あ
る
人

❷
昭
和
53
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

　
人
で
、
１
級
土
木
施
工
管
理
技
士
ま
た

　

は
２
級
土
木
施
工
管
理
技
士
（
土
木
）

　
の
資
格
を
取
得
し
て
い
る
人

❸
昭
和
53
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

　
人
で
、
保
健
師
の
資
格
を
取
得
し
て
い

　
る
人

受
付
期
間　
12
月
11
日
㈫
～
平
成
31
年
１

月
10
日
㈭　
※
㈯
㈰
㈷
年
末
年
始
除
く

試
験
日
・
会
場

▼
平
成
31
年
２
月
10
日
㈰

　
菊
池
市
役
所
本
庁
３
階
会
議
室
ほ
か

申
込
方
法　
申
込
書
は
総
務
課
職
員
係
に

菊
池
市
職
員
採
用
試
験

用
意
し
て
い
ま
す
。

問
●申
総
務
課
職
員
係　
☎（
25
）７
２
０
４

▼
２
回
目　
平
成
31
年
３
月
６
日
㈬

▼
３
回
目　
平
成
31
年
３
月
26
日
㈫

Ⓗhttp://w
w
w
.y-gakusha.net/　

問
●申（
公
財
）肥
後
奨
学
会
有
斐
学
舎

　
☎
０
４
８（
４
７
３
）７
５
９
１

パ
パ
の
た
め
の
家
庭
教
育
講
座

　
父
親
同
士
で
子
育
て
に
つ
い
て
情
報
交

換
を
し
た
り
、悩
み
を
出
し
合
う
こ
と
で
、

子
育
て
に
大
切
な
こ
と
を
学
び
ま
す
。

と　
き　
12
月
16
日
㈰　
午
前
10
時
30
分

～
正
午

と
こ
ろ　
泗
水
公
民
館
小
研
修
室
２

定　
員　
20
人
（
先
着
順
）

募
集
期
間　
12
月
３
日
㈪
～
10
日
㈪

対　
象　
第
1
子
が
1
歳
～
6
歳
の
父
親

申
込
方
法　
生
涯
学
習
課
ま
た
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
あ
る
申
込
書
を
直
接
ま
た
は
フ

ァ
ク
ス
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
●申
生
涯
学
習
課　
☎（
25
）７
２
３
２

　
Ⓕ（
25
）５
０
０
４

科　
目　
一
般
事
務
員
・
パ
ソ
コ
ン
科

受
講
対
象　
身
体
（
視
覚
・
聴
覚
・
上
肢
・

下
肢
・
内
部
）、
知
的
、
精
神
、
発
達
、

難
病
、
高
次
脳
機
能

定　
員　
10
人

募
集
期
間　
12
月
10
日
㈪
～
平
成
31
年
１

月
31
日
㈭

訓
練
期
間　

平
成
31
年
３
月
１
日
㈮
～

２
０
１
９
年
５
月
31
日
㈮

会　

場　

有
限
会
社
シ
ス
テ
ム
ラ
ン
ド

（
熊
本
市
中
央
区
）

※
詳
し
く
は
県
立
高
等
技
術
専
門
校
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。　

問
県
立
高
等
技
術
専
門
校

　
☎
０
９
６（
２
９
７
）９
９
１
５

障
が
い
者
委
託
訓
練

　
国
立
県
営
福
岡
障
害
者
職
業
能
力
開
発

校
（
北
九
州
市
若
松
区
）
で
は
、
平
成
31

年
度
の
訓
練
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
科
目　
❶
機
械
Ｃ
Ａ
Ｄ
科
❷
プ
ロ
グ

ラ
ム
設
計
科
❸
商
業
デ
ザ
イ
ン
科
❹
Ｏ
Ａ

事
務
科
❺
建
築
設
計
科
❻
流
通
ビ
ジ
ネ
ス

科
（
流
通
ビ
ジ
ネ
ス
科
音
声
パ
ソ
コ
ン
コ

ー
ス
）
❼
総
合
実
務
科

訓
練
期
間　
１
年
間
※
❷
の
み
２
年
間　

募
集
期
限　
平
成
31
年
１
月
24
日
㈭

入
校
日　
　
平
成
31
年
４
月
11
日
㈭

問
●申
福
岡
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

　
☎
０
９
３（
７
４
１
）５
４
３
１

障
が
い
者
職
業
訓
練
生
募
集

納
税
相
談
夜
間
窓
口
を

開
設
し
ま
す

と　
き　
12
月
20
日
㈭
～
27
日
㈭

　
　
　
　
午
後
８
時
ま
で

と
こ
ろ　
本
庁
１
階
税
務
課
徴
税
係

※
各
支
所
で
は
開
設
し
ま
せ
ん
。

問
税
務
課
徴
税
係　
☎（
25
）７
２
０
８

日 程 平成31年２月２３日㈯～2５日㈪

参 加 費 ５0,000円（宿泊費、食事代など含む）
募集人数 ９人（応募多数の場合は抽選）

市内見学のようす 市民劇「遠野ファンタジー」観賞

申込期限 12月20日㈭必着

内 容 市民劇鑑賞、市内見学、交流会など

【申込方法】 参加申込書に必要事項を記入し、郵送か直
接提出してください。 応募者多数の場合は抽選とします。
※派遣決定後、規定の時期以降の辞退はキャンセル料が発生します。 

【実施企画】 ミカエルトラベル 熊本県知事登録旅行業第
２種-244号（菊池市片角290番地）

【申し込み・問い合わせ先】 
菊池都市間交流の会事務局（市長公室広報交流係内）
☎（25）7252

岩手県遠野市への
市民交流団団員募集！

2 泊 3 日

科
、
福
祉
住
環
境
サ
ー
ビ
ス
科
、
機
械
加

工
技
術
科
、
電
気
設
備
施
工
科
、
組
込
マ

イ
コ
ン
技
術
科

訓
練
場
所　
合
志
市
須
屋　

募
集
期
限　
12
月
３
日
㈪
～
12
月
27
日
㈭

訓
練
期
間　
平
成
31
年
２
月
５
日
㈫
～
７

月
26
日
㈮
（
機
械
加
工
技
術
科
、
電
気
設

備
施
工
科
、
組
込
マ
イ
コ
ン
技
術
科
は
８

月
28
日
㈬
ま
で
）�

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊
池

　
訓
練
担
当

　
☎（
24
）８
６
２
５

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

と
こ
ろ　
市
本
庁
舎
１
階
高
齢
支
援
課

問
●申
高
齢
支
援
課
地
域
包
括
支
援
係

　
☎（
25
）７
２
１
６

認
知
症
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

養
成
講
座

　
も
っ
と
支
援
活
動
を
し
た
い
と
い
う
人

を
対
象
に
実
践
的
な
講
座
を
行
い
ま
す
。

対　
象　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
で
全
４
回

の
講
座
に
出
席
で
き
る
人

と　
き　
❶
平
成
31
年
１
月
10
日
㈭　
❷

１
月
17
日
㈭　
❸
１
月
24
日
㈭　
❹
１
月

31
日
㈭　
い
ず
れ
も
18
時
半
～
20
時

と
こ
ろ　
市
本
庁
舎
１
階
１
０
２
会
議
室

※
❷
の
み
市
本
庁
舎
３
階
３
０
４
会
議
室

申
込
期
限　
12
月
20
日
㈭

問
●申
高
齢
支
援
課
地
域
包
括
支
援
係

　
☎（
25
）７
２
１
６
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イ
ベ
ン
ト

未
就
学
児
の
た
め
の

す
く
す
く
講
座

と　
き　
12
月
８
日
㈯　

　
　
　
　
午
前
９
時
～
正
午

と
こ
ろ　
菊
池
市
文
化
会
館

講　
師　
清し

水み
ず

展ひ
ろ

人と

さ
ん

演　
題　
「
自
分
ら
し
く
生
き
る
」

そ
の
他　
人
権
作
品
表
彰
、
ス
テ
ー
ジ
発

表
な
ど

問
人
権
啓
発
課　
☎（
25
）７
２
０
９

第
13
回
菊
池
市
人
権

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

と　
き　
12
月
８
日
㈯　

　
午
前
９
時
半
受
付
開
始
、
10
時
出
発

集
合
場
所　
き
く
ち
ふ
る
さ
と
水
源
交
流

館
（
菊
池
市
原
１
６
０
）

定　
員　
40
人
（
先
着
順
）

参
加
費　
１
２
０
０
円
（
昼
食
、保
険
込
）

申
込
期
間　
12
月
４
日
㈫

申
込
方
法　
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
、
フ
ァ

ク
ス
で
参
加
者
の
住
所
、
氏
名
、
連
絡
先

を
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
●申
き
く
ち
ふ
る
さ
と
水
源
交
流
館　

　
☎（
27
）０
１
０
２　
Ⓕ（
27
）０
１
０
７

　
Ⓜkirari@

suigen.org

初
冬
の
里
山
を
歩
き
ま
せ
ん
か

き
く
ち
フ
ッ
ト
パ
ス
開
催

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
不
特
定
多

数
の
人
か
ら
資
金
を
募
り
、
自
分
が
実
現

し
た
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
資
金
調
達
を
行

う
手
段
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に

つ
い
て
勉
強
し
ま
せ
ん
か
。

と　
き　
❶
12
月
22
日
㈯　
初
心
者
向
け

勉
強
会　
午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

❷
実
践
勉
強
会　
午
後
３
時
～
５
時

と
こ
ろ　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
２
階
中
央

公
民
館
大
研
修
室

対　
象　
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
人

定　
員　
50
人
程
度

申
込
期
限　
12
月
15
日
㈯

　
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
●申
菊
池
グ
ロ
ー
カ
ル
ビ
レ
ッ
ジ
構
想
事

務
局　
村
上　

　
☎
０
９
０（
４
９
０
０
）４
８
４
１

Ⓜtm
urakam

i.kikuchicity@
gm
ail.

com

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

勉
強
会

�　

47
回
目
を
迎
え
る「
旭
志
元
旦
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」。
今
年
は

家
内
安
全
、必
勝
、健
康
長
寿
を
祈
願
し
た「
奉
献
米
」
や「
お

観
音
様
お
守
り
」も
準
備
し
て
い
ま
す
。
当
日
は
抽
選
会
も
実
施
。

　

新
年
を
マ
ラ
ソ
ン
で
始
め
て
、新
し
い
１
年
を
爽
や
か
に
過
ご

し
ま
せ
ん
か
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

社
会
体
育
課 

☎（
25
）７
２
３
４

平
成
31
年
１
月
１
日
㈫
㈷

旭
志
支
所
駐
車
場

３
㌔
・
７
㌔

各
コ
ー
ス
上
位
３
人
、女
子
最
高
順
位
１
人

当
日
受
け
付
け

▼
高
校
生
以
上　
２
０
０
円 

（
保
険
料
含
む
）

▼
中
学
生
以
下　
１
０
０
円 

（
保
険
料
含
む
）

受
付
先
着
２
５
０
人
に
参
加
賞
を
用
意
し

て
い
ま
す
。
各
コ
ー
ス
の
上
位
者
に
は
菊
池

米
や
お
守
り
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

▼
受　
付
：
午
前
９
時
30
分
～
午
前
10
時

▼
開　
会
：
午
前
10
時

■
と　
き

■
と
こ
ろ

■
コ
ー
ス

■
表　
彰

■
申
込
方
法

■
参
加
費

■
参
加
賞

※ 

本
大
会
中
に
お
け
る
不
慮
の
事
故
な
ど
は
、１
日
保
険
の
範
囲

ま
で
と
し
ま
す
。

旭
志
元
旦
マ
ラ
ソ
ン
大
会

各支所の問い合わせ先
七城支所 ☎ (25)1000
旭志支所 ☎ (25)3330
泗水支所 ☎ (25)2001

記号の説明
問…問い合わせ先　●申…申込先　☎…電話番号
Ⓕ…FAX　Ⓜ…メールアドレス　Ⓗ…ホームページ

菊池市の市外局番　0968
菊池市役所の住所
〒861-1392 菊池市隈府888番地

費用の記載がないものは基本的に無料です。 菊池市ホームページ　https://www.city.kikuchi.lg.jp/

・ 採用作品に関する一切の権利は、主催者に帰属します。
・ 入賞作品の使用に当たっては、必要に応じて、応募者

の了承のもと、補正・修正を加えることがあります。

■ 応募方法　専用応募フォームまたは郵送
　〈専用応募フォームの場合〉専用応募フォームから応募
　〈郵送の場合〉応募用紙をダウンロードし、郵送
■応募資格　不問
■注意事項　菊池一族特設サイトをご覧ください。

平成31年1月28日㈪
 ※当日消印有効

　平成31年2月中頃、入賞者に通知するほか、市ホー
ムページで発表します。応募に際して記載された個人
情報は、本募集に関連する用途以外には使用しません。
ただし、入賞作品の発表時には、氏名・住所（市町村名ま
で）を公表します。

■ 最優秀賞（１点）　賞金10万円
　　　　　　　　　菊池の特産品セット、賞状
■優秀賞（３点）　　賞金１万円、賞品、賞状

　来年の菊池武光公生誕700周年を機に、菊池一族の歴
史、精神、ルーツ、情緒などの歴史文化遺産を活用し、地域
活性化プロジェクトを進めていきます。その一環として、プロ
ジェクトを効果的にＰＲするためのロゴデザインを募集します。

応募・問い合わせ先　菊池市役所生涯学習課 ☎0968（25）7232

■メールアドレス　shakaikyouiku@city.kikuchi.lg.jp
■送付先　〒861-1392（住所記載不要）
　菊池市役所生涯学習課内「菊池武光公ロゴデザイン応募」事務局

　菊池氏は、平安時代から室町時代の後半まで約450年にわたり九州で活躍し
た一族です。源氏物語や蒙古襲来絵詞、太平記など、名だたる書物に登場し、中
央にまで名をとどろかせた一大豪族でした。
　その歴史のなかでも、ひときわ輝きを見せたのが第15代武光公です。庶子か
ら当主になり、劣勢だった南朝方として懐良親王とともに北朝方と戦い、大宰府
を占領して12年間にわたり九州を統治します。連戦連勝で輝かしい戦績を上げ
ますが、最後は戦陣に没しました。その後、一族はゆるやかに没落の道をたどっ
ていきます。
　華々しくも儚い、一族の栄枯盛衰の歴史を代表する武光公の生き様を本プロ
ジェクトの筆頭にかかげ、地域活性化の取り組みを行っていきます。

「菊池一族」特設サイト　https://www.city.kikuchi.lg.jp/ichizoku/
←「菊池一族」特設サイトQRコード 菊池一族 検 索

こちらから
応募できます！

　菊池武光公の「武勇・情熱・誠実・勤勉」を表現したロゴデ
ザインを募集します。ロゴデザインは、市ホームページ、今
後制作する印刷物やグッズなどで活用します。

菊
きく

池
ち

武
たけ

光
みつ

公生誕700周年記念

12
月
の
内
容

６
日
㈭　
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

13
日
㈭　
カ
レ
ン
ダ
ー
作
り

20
日
㈭　
人
形
劇
座
ま
り
あ

※
い
ず
れ
も
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

と
こ
ろ　
市
児
童
セ
ン
タ
ー
幼
児
室

対　
象　
市
内
に
住
む
未
就
学
児
と
そ
の

保
護
者

※�

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
は
、
受
付
人
数
に

制
限
が
あ
り
ま
す
。
参
加
費
２
０
０
円
。

問
●申
西
部
市
民
セ
ン
タ
ー

　
☎（
25
）２
６
２
７
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　ＪＴ杯小学生覇者の松
まつ

下
した

舞
ま

琳
りん

さんを招聘し、150回目
の記念大会を開催します。愛棋家の多くの参加をお待
ちしています。
と　き　12月９日㈰　午前10時開会
ところ　菊池わくわく温泉２階大広間
対　局　平手戦（待ち時間20分、以後一手30秒読み）
表　彰　各パート　優勝・２位・３位
参加費　1,000円（賞品・入浴料を含む）
　　　　高校生以下　500円
問●申大会事務局　竹

た け

森
も り

　☎090(3017）2989

第150回菊池わくわく温泉将棋大会

と　き　①幸せさがし「合コン」　　12月９日㈰
　　　　②シニア茶話パーティー　12月16日㈰
　　　　①②とも午後１時～４時
ところ　大津町まちづくり交流センター
応募資格　①男女とも45歳以下　②男女とも50歳以上
募集数（先着順）　①②とも男女各10人
参加費　1,000円（当日徴収） 別途入会登録費1,000円
申込方法　郵送（履歴書１通・写真３枚上半身葉書サイズ）
送付先　〒869-1221大津町陣内1652 江

え

藤
と う

南
な

美
み

枝
え

主　催　認定NPO法人はっぴぃ♡はっぴぃ
問桐

きり

原
はら

☎080（2745）7788 江藤☎070（2399）9259

「合コン」パート57＆第６回シニア茶話パーティー

　お肌のふれあいベビーマッサージやお喋り前の赤ちゃ
んとママの楽しいコミュニケーションタイム、ファースト
サイン教室などを行います。ご参加お待ちしております。
と　き　12月17日㈪
①ベビーマッサージ　　　午前10時30分～11時30分
②ファーストサイン教室　午後１時～２時
ところ　菊池市中央公民館　キッズルーム
参加費　①1,000円　②1,500円
対　象　①は生後２カ月から　持参物　①はバスタオル
問●申フワフワ　川

かわ

中
なか

　☎096（200）7736

ベビーマッサージ・ファーストサイン教室
（フォト撮影付き）

　がん患者がお互い語り合い、励まし合うことを目的に
がんサロンを開設して10周年を迎えました。多くの皆
様にご参加いただきますようご案内します。
と　き　平成31年１月５日㈯　午前10時～午後２時
ところ　菊池市七城町山崎112  田

た

村
むら

直
なお

美
み

 自宅
参加費　300円
内　容　歯科医師の講演や新春落語の披露など、おやつ
を食べながらの楽しい語らいの時間です。がん患者さん
以外の参加もできます。
問●申田

た

村
む ら

　☎090（7269）4173

10周年記念  がんサロンしいの木

　ソフトバレーボール大会の参加者を募集します。
と　き　平成31年１月13日㈰　午前９時～
ところ　菊池市総合体育館　対象　県内外問わず募集
種　目　トリムビギナー、トリムＡ、トリムＢ、レディース
参加費　１チーム 3,000円　申込期限　12月31日㈪
申込方法　競技部門・チーム名・連絡先電話番号・代表者
氏名を下記アドレスのいずれかに申し込んでください。
問●申菊池市ソフトバレーボール協会　田

た

代
し ろ

☎080（1778）4453 Ⓜyin.3bk@ezweb.ne.jp
Ⓜjkoo21.14@gmail.com  【LINE】@cho0412v

第４回 菊池市ソフトバレーボール大会

※ 市民の広場は市民が投稿するコーナーです。行政情報で
はありません。ご不明な点などありましたら各問い合わせ
先へご連絡ください。

※ 投稿は随時募集しています。詳しくは市長公室広報交流係
までお問い合わせください。

　☎0968（25）７２５２　 Ⓜkouhou@city.kikuchi.lg.jp

広報写真が動き出す！？
最先端の不思議体験をぜひお試しください！動画の視聴方法

 「Android」の場合 ⇒Google Playから
　「iPhone」や「iPad」の場合 ⇒App Storeから
　「HP Reveal」と検索してインストールします。

 画面下部中央の をタッ
プして、「 」のマークがあ
る写真にカメラをかざすと
動画を見ることができます。

 カメラが起動したら、画面下部中央にある をタッ
チして、チャンネル検索窓に「癒しの里 菊池」と入れ
てFollowします。

 HP Revealを起動後に表示されるイントロ画面を数
回スワイプし、ログインページまで移動します。ログ
イン画面上にある「Skip」をタッチしてください。（ア
カウント作成が必要な場合があります）

　里山で食事を楽しみながら、懐かしいメロディととも
にクリスマスのひとときを過ごしませんか。
と　き　12月25日㈫　午後３時～５時
　　　　午後５時からは軽食付交流会を実施します。
ところ　つばき庵（重味3503-1）
出　演　フォークデュオ ワルツ　　定　員　30組
料　金　4,000円（軽食付、アルコールは別途料金）
※宿泊プラン8,500円（朝食付、限定１組）もご用意して
います。詳しくはお問い合わせください。
問●申ワルツ（サチコ）　☎090（7397）4731

クリスマスコンサート in つばき庵

←フェイスブック QRコード
菊池市  協力隊
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【 

問
い
合
わ
せ
先 

】

企
画
振
興
課 

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
５
０

郷
土
料
理
の
商
品
開
発
に
成
功

菊
池
に
来
て
良
か
っ
た
！

ブ
ラ
ン
ド
推
進
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

前ま
え

島じ
ま 

赳た
け
し

さ
ん

　

当
初
は
菊
池
の
人
に
受
け
入
れ
て
も

ら
え
る
か
不
安
で
し
た
が
、市
民
も
職
場

も
優
し
い
人
が
い
っ
ぱ
い
。と
て
も
充
実

し
た
生
活
が
送
れ
ま
し
た
。私
の
任
務
は

菊
池
の
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
高
め

る
こ
と
。コ
ン
ク
ー
ル
で
受
賞
で
き
る
商

品
開
発
を
目
標
に
し
ま
し
た
が
、当
初
は

不
安
も
あ
り
ま
し
た
。

　
２
年
目
に
入
り
、シ
イ
タ
ケ
生
産
者
の

女
性
加
工
グ
ル
ー
プ「
き
く
ち
の
母
ち
ゃ

ん
」が
作
る「
き
の
こ
南
蛮
」の
商
品
化
を

企
画
し
ま
し
た
。「
地
元
に
愛
さ
れ
、特
産

と
し
て
根
強
く
残
る
加
工
品
に
し
た
い
」

と
の
思
い
を
胸
に
、試
行
錯
誤
の
末
２
年

目
の
最
後
に
発
売
。県
の
農
産
物
加
工
食

品
コ
ン
ク
ー
ル
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
、

熊
本
代
表
に
な
り
ま
し
た
。現
在
は
郷
土

料
理
を
勉
強
中
。新
た
な
ブ
ラ
ン
ド
化
も

し
た
い
の
で
す
が
、食
の
勉
強
を
し
て
い

る
と
お
腹
が
減
る
の
が
悩
み
で
す
。

　

地
元
の
人
と
も
仲
良
く
交
流
で
き
て

い
て
、３
年
前
に
は
想
像
も
で
き
な
か
っ

た
充
実
し
た
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。卒

業
後
も
菊
池
に
残
る
の
で
、こ
れ
か
ら
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

市
で
は
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
、現
在
12
人
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

各
自
の
取
り
組
み
を
報
告
し
ま
す
。

キ
ク
ロ
ス
１
周
年
イ
ベ
ン
ト
に

協
力
隊
も
参
加
し
ま
し
た

　

各
隊
員
が
特
技
を
活
か
し
て
参
加
し

た
１
周
年
イ
ベ
ン
ト
。
橋は

し

本も
と

眞し
ん

也や

隊
員
は
、

菊
池
の
歴
史
が
テ
ー
マ
の
絵
画
を
展
示
。

公
募
展
に
入
選
す
る
実
力
を
発
揮
し
ま

し
た
。
小こ

森も
り

田だ

百ゆ

合り

子こ

隊
員
は「
え
い
ご

の
お
は
な
し
会
」を
実
施
。
流
暢
な
英
語

で
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
し
て
、子
ど
も

た
ち
は
大
喜
び
で
し
た
。

　

草く
さ

野の

優ゆ
う

二じ

隊
員
は
実
家
が
喫
茶
店
。

集
ま
っ
た
幅
広
い
世
代
の
参
加
者
に
、

コ
ー
ヒ
ー
の
ブ
レ
ン
ド
講
座
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、コ
ー
ヒ
ー
の
お
茶
請
け
と
し

て
前ま

え

島じ
ま

赳た
け
し

隊
員
が
菊
池
の
銘
菓「
松
風
」

の
ア
レ
ン
ジ
ス
イ
ー
ツ
を
提
供
し
ま
し
た
。

松ま
つ

枝え
だ

智と
も

博ひ
ろ

隊
員
は
、日
常
で
使
え
る
心
理

学
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
。
熱
心
な

参
加
者
と
は
専
門
用
語
が
飛
び
交
い
、盛

り
上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。

　
展
示
コ
ー
ナ
ー
で
は
、広
報
き
く
ち「
地

域
お
こ
し
協
力
隊
通
信
」の
特
別
版
を
製

作
。
岩い

わ

本も
と

晃あ
き

彦ひ
こ

隊
員
が
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
、

パ
ネ
ル
化
し
て
展
示
し
ま
し
た
。
各
協

力
隊
の
活
動
内
容
や
個
性
を
書
い
た
文

章
に
、多
く
の
来
場
者
が
足
を
止
め
て
見

て
い
ま
し
た
。

　

地
域
の
人
た
ち
に
活
動
を
も
っ
と
知
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
、今
後
も
周
知
を
続
け

て
い
き
ま
す
。

【
写
真
】1
心
理
学
を
レ
ク
チ
ャ
ー
す
る
松
枝
隊
員 

2

・7
隊
員
の
パ
ネ
ル
の
前
に
は
仕
事
に
関
す
る
も
の

を
展
示 

3
当
日
配
布
す
る
フ
ラ
イ
ヤ
ー
を
準
備
す

る
岩
本
隊
員 

4

・8
草
野
隊
員
の
コ
ー
ヒ
ー
講
座
は

大
盛
況 

5
橋
本
隊
員
が
描
い
た「
幻
の
城
下
町“
菊

池
”」 

6
英
語
で
読
み
聞
か
せ
を
す
る
小
森
田
隊
員

8 6 2 1

5 4 37
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市内の各小中学校で行われているさまざまな取り組
みをピックアップしてご紹介します。

問学校教育課　☎ 0968(25)7231

旭志中学校

菊池北中学校

家に泊まって仕事体験農９月27・28日

　１年生が毎年恒例の「ふるさとファームステイ」に
参加。ＪＡ青年部や地元農家の協力のもと、１泊２日
で旭志の基幹産業を体験しました。参加した生徒は

「地元の産業を勉強できた。農業をしっかり学びた
いと思った」、「自分の家の仕事も、もっと知りたくなっ
た」などと話しました。

動の菊心祭、大成功感 10月21日

働くことをテーマにした２年生の
「親父と息子のブルース」

乳搾りをして酪農の流れを実
際に学びました

１年生は環境教育が主題の「傘
太朗物語」

シイタケの栽培を体験

進路選択といじめ問題を表現
した３年生の「遥か」

畑の実習では、野菜の苗を植
えました

　文化関係の発表をする菊心祭を開催しました。
各学年が練習を重ねた劇を披露。日ごろ学んだこ
とをステージ用にアレンジした劇をユーモアたっぷ
りに発表すると、会場からはうなずきや笑いが起き
ていました。最後に３年生の出演者全員での合唱で
は、涙ぐむ参観者も多数いました。

　学習発表会「七城フェスティバル」を開催しました。
各学年は、日ごろの学習の成果を保護者や地域の
人たちに披露。５年生は「水俣で学んだこと」の構
成詩を発表し、水俣で語り部から学んだ「うわさ話
に流されず、自分で調べ考えることの大切さ」の教
えを胸に表現しました。

11月８日

５年生の発表では、見ていた児
童が涙を流しました

２年生はアーノルド・ローベル作
『お手紙』を劇で発表

現力・思考力を高める場に表
七城小学校

　市の教育委員会指定校として、「学力向上」の研
究発表会を開催しました。「『算数力をつける授業
の創造』～児童が主体的に問題と向き合う授業づく
りを通して～」を研究テーマに、１年生、３年生、６年
生の授業を公開。約１５０人の学校関係者が視察す
る中、児童らは緊張しつつもしっかり学びました。

11月１日

レンガを使ってくり上がりのあ
るたし算を学習した１年生

３年生はタブレットを使って学
習しました

開授業で成果を発表公
泗水西小学校

　コメ作りをしてきた５年生が、地域の人たちやＪＡ
の青壮年部、女性部、ＰＴＡの協力のもと稲刈りを行
いました。作業後は団子汁を振舞われ、おいしく食
事。児童は「一粒一粒が大事と分かった。残さず食
べたい」、「稲刈りは初めて。みんなでできて楽しかっ
た」と話しました。

10月16日

コメ作りを通して、食の大切さ
を学びました

地域の人たちと協力して稲刈
りを行いました

の大切さ学ぶコメ作り食
泗水小学校

vol.52

市内３高校の魅力を伝えます！

　

10
月
23
日
～
25
日
に
鹿
児
島
市
や
鹿
屋

市
な
ど
を
会
場
に
全
国
の
予
選
を
勝
ち
抜

い
た
農
業
高
校
生
が
集
り
、「
日
本
学
校

農
業
ク
ラ
ブ
」
の
全
国
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
本
校
か
ら
も
12
名
の
生
徒
が
県

代
表
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。

【
家
畜
審
査
競
技
会　

肉
牛
の
部
】　

○
畜
産
科
学
科
２
年　

鎌か
ま

田だ

之ゆ
き

博ひ
ろ

さ
ん

　

実
際
に
展
示
さ
れ
た
数
頭
の
肉
牛
を
観

察
し
、
外
貌
か
ら
牛
の
体
型
や
資
質
を
評

価
し
、
序
列
や
点
数
を
つ
け
ま
す
。
各
自

の
審
査
が
正
解
に
ど
れ
だ
け
近
い
か
、
序

列
や
点
数
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
か
に

よ
っ
て
順
位
を
競
う
競
技
で
す
。

【
農
業
鑑
定
競
技
会　

区
分
：
畜
産
】　

○
畜
産
科
学
科
２
年　

野の

田だ

嘉ひ
ろ

来な

さ
ん

　

写
真
や
実
物
な
ど
40
題
が
展
示
、
出
題

さ
れ
ま
す
。
名
称
や
品
名
、
用
途
を
解
答

し
ま
す
。
そ
の
他
に
農
業
経
営
や
経
済
な

ど
の
出
題
も
あ
り
、
農
業
に
関
す
る
知
識

と
技
術
を
競
い
合
う
競
技
で
す
。

問い合わせ先 ☎0968（38）2621

　

８
月
と
９

月
に
全
国
初

の
「
米
飯
官
能

鑑
定
士
養
成
講

座
」
が
本
市
で

開
か
れ
ま
し
た
。
２
日
間
に
わ
た
っ
て

米
の
炊
き
方
や
食
味
の
見
分
け
方
な
ど

の
講
習
が
あ
り
、
受
講
後
は
６
種
の
品

種
の
鑑
定
試
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
校
か
ら
は
農
業
科
１
年
の
山や

ま

下し
た

駿し
ゅ
ん

吏り

さ
ん
が
参
加
し
見
事
合
格
。
高
校
生

で
初
の
認
定
書
を
も
ら
い
ま
し
た
。
今

後
は
「
菊
池
米
・
食
味
コ
ン
ク
ー
ル
」

と
い
っ
た
食
味
の
大
会
で
食
味
審
査
員

と
し
て
活
動
し
ま
す
。

　

10
月
28
日
、
南
阿
蘇
村
で
東
海
大
学

の
学
生
や
南
阿
蘇
の
住
民
が
主
体
と

な
っ
て
「
南
阿
蘇 

大
復
興
祭
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
同
大
学
に
進
学
し
た
卒

業
生
も
関
わ
っ
て
お
り
、
本
校
も
協
力

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
菊
池
の
資
源
で
あ
る
繭
玉
の

ク
ラ
フ
ト
体
験
会
を
実
施
し
、
来
場
者
に

大
好
評
で
し
た
。
熊

本
地
震
の
復
旧
復
興

復
旧
に
は
ま
だ
時
間

が
か
か
り
ま
す
。
本

校
も
菊
池
の
持
ち
味

を
生
か
し
、
地
域
に

貢
献
し
て
い
き
ま
す
。

　

生
活
文
化
科
で
は
11
月
に
行
わ
れ
た
本

校
文
化
祭
・
菊
農
フ
ェ
ス
タ
で
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
を
行
い
ま
し
た
。
１
年
生

か
ら
３
年
生
ま
で
全
員
が
、
こ
れ
ま
で
に

学
ん
だ
知
識
と
技
術
を
生
か
し
、
パ
ン
ツ
、

シ
ャ
ツ
、
じ
ん
べ
い
、
浴
衣
、
ド
レ
ス
な

ど
一
生
懸
命
に
作
り
上
げ
た
作
品
を
披
露

し
ま
し
た
。

広い敷地で演習
　園芸科、農業科、畜産科学科では
農業科目「農業機械」で、農業機械の
構造などを学習します。その中の１つ
に「トラクター実習」があります。本
校には自動車学校のような広いトラ
クター演習場があり、先生の指導の
下で実際にトラクターの運転操作を
学ぶことができます。授業の最後に
は実技試験も行われます。

野
の

田
だ

嘉
ひろ

来
な

さん㊧と鎌
かま

田
だ

之
ゆき

博
ひろ

さん㊨

大会会場の様子

山
やま

下
した

駿
しゅん

吏
り

さん試験を受ける園芸科の生徒

制作した作品は自分で着て披露し、ショーは大好評でした

こんな授業もあります

収益金は主催者に
寄付しました

39 382018 December広報きくち2018 December広報きくち



　菊池市軟式野球連盟主催による「平成30年度市会長旗争
奪学童・少年軟式野球大会」が菊池公園多目的グラウンドで
開催されました。熊本県トラック協会菊池支部が協賛し、一
段とレベルアップした大会となりました。

１．少年の部優勝の泗
水中学校。 最優秀選
手賞は荒

あら

木
き

隼
しゅん

輔
すけ

選手
（永） ２．学童の部優勝
の泗水ウエストレイズ。
最優秀選手賞は青

あお

木
き

蓮
れん

選手（久米一）

野球少年が熱戦を繰り広げました
９月23日　市会長旗争奪学童・少年軟式野球大会

　9月30日の城山の日清掃ボランティアが台風で中止となっ
たため学校より提案があり実施。菊池高校の1・2年生60人
が12日に、菊池南中学校の3年生137人が16日に菊池公
園一帯を清掃しました。

アスファルトの間に生えた草まで丁寧に除草する生徒たち

菊高生、南中生が菊池公園を清掃
10月12日,16日　地域貢献活動

　市建設業協会、市造園業組合、ＮＰＯ菊池公園「歴史の森」
の皆さんが、ボランティアで菊池公園と菊池神社参道の除
草と伐採を行いました。皆さんのご協力により、菊池公園一
帯、城山地区がきれいに整備されています。

祭りやイベントが菊池神社を含む城山地区で行われることから、来
場者への歓迎の気持ちを込め、丁寧に作業が行われました

菊池公園を市民の手で美しく
９月２６日　地域貢献活動

　田苗春代さん(津留）が平成30年度「くまもとふるさと食
の名人」に認定。自ら育てたゴーヤを使い「ゴーヤの変わり
和え」を考案。審査員から「苦味が少なく食べやすい」「食感
が残っているのが良い」といった感想が寄せられました。

田苗さんは「他市町村の食の名人の料理を見て刺激を受けた。今後
も地元食材の料理の普及に取り組みたい」と抱負を語りました

田
た

苗
なえ

春
はる

代
よ

さんが食の名人に認定
１０月１９日　くまもとふるさと食の名人

　菊池青年会議所が主催し泗水孔子公園で実施。アルゼン
チンタンゴ、日本舞踊、馬頭琴演奏などの披露もあり、国際
色豊かなステージとなりました。川

かわ

口
ぐち

純
よし

範
のり

理事長（北宮）は「若
い人に世界観を持って羽ばたいてほしい」と語りました。

１．生け花を体験。２．馬頭琴の演奏を披露。３．菊池女子高校の発
表会も同日開催。フェスティバルに花を添えました

世界が訪れたくなる菊池へ
9月25日　国際交流フェスティバル　

　鞠智城国営公園化推進事業の一環として歴史公園鞠智城
で実施。来場者は百済系銅造菩薩立像の特別展示や古代
衣装コスプレ体験、弓矢体験のほか、古代米の収穫体験を
行うなど、歴史ロマンの詰まった一日となりました。

ステージでは鞠智城イメージキャラクターころう君の誕生会や菊池
農業高校の太鼓演奏などが行われました

古代の雰囲気を体験
10月21日　「鞠

き く

智
ち

城
じょう

の日」2018

　秋の全国交通安全運動に合わせ実施。書道を通じ小学生
に対する交通安全の呼びかけおよび意識の向上を目的とし
て平成24年から開催されています。参加した児童たちは力
強い筆使いを見せていました。

市長賞：武
む

藤
とう

大
だい

輝
き

さん（久米二）、教育長賞：林
はやし

夏
なつ

実
み

さん（富の原一）、
警察署長賞：荒

あら

木
き

咲
さき

穂
ほ

さん（永）、会長賞：有
う

働
どう

朋
とも

加
か

さん（袈裟尾）

交通安全を書道で再確認
９月２９日　第7回きくち交通安全小学生席書大会

　花房小体育館で開催。白
はく

寿
じゅ

、米
べい

寿
じゅ

、喜
き

寿
じゅ

を迎える28人に
記念品が贈呈されました。菊

きく

川
がわ

加
か

代
よ

子
こ

さん（花房台）は「お
祝いに感謝します。記念品は大切に使わせていただきます」
と笑顔を見せました。

花房小の児童による歌・踊りや菊池女子高校の吹奏楽、花房保育園
の園児による組体操などに参加者は目を細めました

いつまでもお元気で
10月21日　花房校区敬老の日の集い

　シイタケ農家のお母さんたちで結成された「きくちの母ちゃ
ん」の「きのこ南蛮」が県農産物加工食品コンクールで金賞
を受賞し、報告のため市役所を訪れました。商品は市内の
物産館や道の駅などの直売所で販売しています。

代表の村
むら

上
かみ

いずみさん（遊蛇口）は「今後もおいしいシイタケを食べ
てもらえるようがんばりたいです」と抱負を語りました

県コンクールで金賞受賞！
９月２５日　県農産物加工食品コンクール

　会員９人が菊池公園一帯の清掃活動を実施。約３０年続く
活動で、毎年この時期に行っています。参加した会員は「さ
さやかな活動ですが、公園を訪れる人が心地良く感じてくれ
るとうれしい」と話しました。

公園周辺の落ち葉を集め清掃する会員

菊池公園をボランティア清掃
10月24日　菊池地区退職女性教職員会

　重味地区の特産である栗のＰＲと地域活性化を目的に平
成26年から開催され今年で3回目。県立大学の協力により、

「栗の重さ当てゲーム」や「栗いがの積み上げ競争」など、
栗を味わうだけでなく楽しめる企画が実施されました。

栗のつかみ取りコーナーでは長蛇の列が。美味しい栗だご汁も振る
舞われ、大勢の来場者でにぎわいました

おいしい栗を召し上がれ
10月7日　第3回栗だごフェスタ

1

2

　市役所で、日本郵便㈱とふるさと納税返礼品として「郵便
局みまもりサービス」導入に関する協定締結式が行われまし
た。寄附者が指定する本市にお住まいの家族を郵便局員が
定期的に訪問し、生活状況を報告するものです。

握手を交わす西
にし

村
むら

幸
ゆき

夫
お

菊池郵便局長（中央左）と江
え

頭
がしら

実
みのる

菊池市長
（中央右）、市内各郵便局長の皆さん

郵便局と協定を締結
10月12日　ふるさと納税返礼品

1 2

3

※ホームページにもトピックスを掲載しています。ぜひご覧ください。
　市ホームページ　https://www.city.kikuchi.lg.jp/

※  イベント当日は、市広報や市ホームページ、各種媒体などへの掲載のほか、市の PR のために
撮影や取材を行うことがあります。撮影、取材へのご理解・ご協力をよろしくお願いします。
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12月24日
㈪(振休）

河野内科クリニック
（内・呼内・ア・循内・消内・神内・小） 菊陽町 096（233）1717

仁誠会クリニック大津（腎内・循内） 菊陽町 096（232）9595

菊陽あきたクリニック（内・胃・外） 菊陽町 096(232）8３３3

温耳鼻咽喉科医院（耳） 合志市 096（248）6188

12月29日
㈯

岩根クリニック（胃・外） 菊池市 ０９６８（２５）４２３０

川口病院（内・外・整） 菊池市 ０９６８（２５）２２３０

菊池眼科（眼） 菊池市 ０９６８（２５）５６７８

菊池郡市医師会立病院（内） 菊池市 ０９６８（２５）２１９１

菊池こどもクリニック（小） 菊池市 ０９６８（２５）１１６４

岸病院（外） 菊池市 ０９６８（３８）２７５０

米田産婦人科医院（産婦・麻） 菊池市 ０９６８（２５）２５８９

西山医院（内・循・小） 菊池市 ０９６８（２５）２５６１

古荘医院（内・小） 菊池市 ０９６８（２５）２０４６

牧診療所（内） 菊池市 ０９６８（２５）２３１７

まつもと耳鼻咽喉科医院（耳） 菊池市 ０９６８（２３）６１１１

12月30日
㈰

川口病院（内・外・整） 菊池市 ０９６８（２５）２２３０

菊池眼科（眼） 菊池市 ０９６８（２５）５６７８

菊池郡市医師会立病院（内） 菊池市 ０９６８（２５）２１９１

岸病院（内） 菊池市 ０９６８（３８）２７５０

12月31日
㈪

川口病院（内・外・整） 菊池市 ０９６８（２５）２２３０

菊池郡市医師会立病院（内） 菊池市 ０９６８（２５）２１９１

12月２日
㈰

いけざわこどもクリニック（小） 合志市 096（242）6633

郷胃腸科内科クリニック（胃・内・消・放） 菊池市 0968（38）2121

菊陽台病院（整） 菊陽町 096（232）1191

堀田眼科（眼） 菊陽町 096（292）3455

竹田津歯科医院 大津町 096（294）0787

高江バス停前薬局 菊池市 0968（38）0701

12月9日
㈰

まつもとこどもクリニック（小・ア） 合志市 096（338）8960

菊池郡市医師会立病院（内） 菊池市 0968（25）2191

岩倉整形外科内科医院（整・形・リハ・麻） 大津町 096（293）8888

いけだ泌尿器科・内科（泌・内） 菊陽町 096（233）1000

たかやまデンタルクリニック 大津町 096（294）8020

きくち薬局 菊池市 0968（23）６３５０

熊本調剤薬局菊池店 菊池市 0968（４１）５１６７

12月16日
㈰

平山内科クリニック（内・呼内・ア・小） 合志市 096（273）6104

ふくだ医院（内・耳・ア・泌） 大津町 096（293）2771

城間クリニック（整） 菊池市 0968（25）2506

ちとせ眼科（眼） 菊陽町 096（243）1100

にじの森歯科クリニック 菊陽町 096（339）8118

12月23日
㈰㈷

よしもと小児科（小・ア） 菊陽町 096(233)2520

千年内科クリニック(内・循内) 合志市 096(273)7227

熊本セントラル病院（整） 大津町 096(293)0555

斎藤産婦人科医院（産・婦） 菊池市 0968(24)1177

はるの歯科クリニック 合志市 096（３３８）８１００

休日在宅当番医 ※ 当番医は変更される場合があります。最新情報は、菊池郡市医師会テレホンサービス
（歯科と薬局は除く）☎0968(25)３３００でご確認ください。

これまでの記事はホームページでも見ることができます。
▼市長室へようこそ「メッセージ」
https://www.city.kikuchi.lg.jp/q/list/305.html

市長からのメッセージ

江頭　実vol.56

◆
文
化
の
秋
に
あ
わ
せ
て
、
市
で
は
二
人

の
著
名
人
に
よ
る
講
演
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
一
人
目
は
池
上
彰
氏
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
「
週

刊
こ
ど
も
ニ
ュ
ー
ス
」
や
、
分
か
り
や
す
い

テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
解
説
で
有
名
で
す
。『
学

び
続
け
る
力
』
と
題
し
た
講
演
で
は
、「
世

の
中
の
動
き
は
常
に
新
聞
紙
上
に
存
在
す
る
。

そ
れ
を
読
み
取
る
眼
と
、
自
ら
考
え
る
力
が

何
よ
り
も
重
要
。
そ
の
た
め
に
は
、
な
ぜ
？

と
疑
問
に
思
う
心
と
好
奇
心
が
必
要
。
学
び

に
よ
る
発
見
は
暮
ら
し
を
楽
し
く
豊
か
に
す

る
。」
と
生
涯
学
習
の
意
義
を
強
調
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
地
元
高
校
生
と
の
白
熱
教

室
も
開
催
し
ま
し
た
。
◆
二
人
目
は
作
家
の

北
康
利
氏
。
人
物
評
伝
の
第
一
人
者
で
す
。

『
西
郷
隆
盛
と
菊
池
の
未
来
』
と
の
演
題
で
、

西
郷
ど
ん
を
含
め
多
く
の
偉
人
に
共
通
す
る

「
志(

こ
こ
ろ
ざ
し)

」
の
大
事
さ
を
力
説
さ

れ
ま
し
た
。「
歴
史
上
の
人
物
に
共
通
す
る

の
は
、
未
来
を
見
る
力
と
、
郷
土
や
社
会
に

対
す
る
感
謝
や
恩
を
忘
れ
な
い
心
。
国
の
未

来
と
は
、
自
分
た
ち
に
と
っ
て
よ
り
よ
い
環

境
で
は
な
く
、
子
ど
も
た
ち
の
未
来
を
思
う

こ
と
で
あ
る
。
郷
土
へ
の
強
い
愛
情
を
持
っ

た
子
ど
も
た
ち
が
育
て
ば
、
地
域
や
国
が
発

展
す
る
。
自
分
た
ち
は
子
や
孫
の
た
め
に
損

し
て
死
ん
で
い
く
、
そ
う
し
な
い
と
こ
の
国

の
未
来
は
な
い
。」
魂
を
わ
し
づ
か
み
に
す

る
よ
う
な
熱
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
、
会
場
全
体

が
興
奮
と
感
動
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
会
場
を

出
る
時
、
凛
と
し
た
気
持
ち
で
背
筋
が
数
セ

ン
チ
伸
び
た
気
が
し
た
の
は
、
秋
風
の
せ
い

で
し
ょ
う
か
？

偉人から学ぶ菊池の未来

中
なか

　奏
そう

眞
ま

くん（○菊 生味） 上
うえ

田
だ

蒼
そ

央
う

くん（○菊 北宮）
3歳 H27年12月20日生まれ 1歳 H29年12月25日生まれ

古
ふる

庄
しょう

ひなたちゃん（○菊 北原） 横
よこ

田
た

奈
な

々
な

ちゃん（○菊 下町）
3歳 H27年12月29日生まれ 3歳 H27年12月14日生まれ

出
で

口
ぐち

煌
こう

之
の

助
すけ

くん（○旭 高柳） 小
お

川
がわ

徹
てっ

晴
せい

くん（○菊 遊蛇口）

冨
とみ

田
た

煌
きら

翔
と

くん（○泗 富の原中央）

2歳 H28年12月17日生まれ 3歳 H27年12月18日生まれ

3歳 H27年12月12日生まれ

中
なか

原
はら

朝
あさ

陽
ひ

くん（○菊 高野瀬） 雲
くも

田
だ

祢
ね

絃
いと

くん（○泗 田島団地）

中
なか

路
じ

侑
ゆう

我
が

くん（○菊 下組）

2歳 H28年12月7日生まれ 1歳 H29年12月2日生まれ

2歳 H28年12月4日生まれ
松
まつ

村
むら

結
ゆ

月
づき

ちゃん（○泗 富の原北）

1歳 H29年12月19日生まれ
奥
おく

村
むら

　蓮
れん

くん（○菊 稗方）
3歳 H27年12月５日生まれ

上
うえ

田
だ

莉
り

生
お

ちゃん（○泗 富の原北）

1歳 H29年12月19日生まれ
川
かわ

上
かみ

絢
あや

羽
は

ちゃん（○泗 田島団地）
3歳 H27年12月8日生まれ

坂
さか

本
もと

勝
まさ

光
みつ

くん（○泗 井戸方）
2歳 H28年12月23日生まれ

東
ひがし

田
だ

将
しょう

英
えい

くん（○菊 今）
1歳 H29年12月8日生まれ

古
ふる

家
いえ

亜
あ

胡
こ

ちゃん（○泗 富の原一）

2歳 H28年12月29日生まれ
西
にし

田
だ

咲
えみ

花
か

ちゃん（○菊 玉祥寺）
2歳 H28年12月23日生まれ

牛
うし

尾
お

太
た

一
いち

くん（○泗 富の原西）

2歳 H28年12月26日生まれ
立
たて

原
はら

旺
お

充
み

くん（○菊 東原）
2歳 H28年12月13日生まれ

高
たか

野
の

楓
か

子
こ

ちゃん（○泗 桜山五）
1歳 H29年12月14日生まれ

佐
さ

藤
とう

結
ゆい

之
の

助
すけ

くん（○菊 立石）
3歳 H27年12月24日生まれ

増
ます

永
なが

琴
こと

乃
の

ちゃん（○七 西郷） 増
ます

永
なが

毬
まり

乃
の

ちゃん（○七 西郷）
1歳 H29年12月28日生まれ 1歳 H29年12月28日生まれ

平
成
31
年
１
月
中
に
誕
生
日
を
迎
え
る
３
歳
ま
で
の
子
ど
も
の
写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す
！

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
応
募
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
問
市
長
公
室
広
報
交
流
係 

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
５
２
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